
広　報 2019.8月号
We  love  peace  and  good  health・・・.  OYAMA  CITY

水と緑と大地のゆたかなまち……小山市

public relations

スマホで広報おやま
が読めます
QRコードを読み込
み、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード

「小山市
  Facebook」
おやまの最新情
報を随時配信
中 !!

ホームページ　https:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/
Eメール　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
電話番号　0285-23-1111（小山市役所　代表番号）

※1964年10月2日、小山市を通過する東京オリンピック聖火リレー（小山市所蔵）

栃木県ルートに小山市が選定！令和２年３月29日実施

東京2020オリンピック
聖火ランナー募集中

詳細はP2を
ご覧ください
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東京2020オリンピック聖火ランナー応募方法
問東京オリ・パラ・栃木国体推進課☎23‒0824
　秘書広報局☎22‒9289

日本コカ・コーラ株式会社への応募方法
①日本コカ・コーラ株式会社HPから「Coke ON」
アプリをダウンロード
②コカ・コーラの商品を購入し、「コカ・コーラ　オ
リンピック応援ポイント（1ポイント）」を取得する
（応募と③の応募フォームに入るために必要）
③アプリ内応募フォームに、「氏名」・「生年月日」・「メ
ールアドレス」・「走りたい都道府県（栃木県）」・「応募
テーマ『キミ色で走れ。』に則ったエピソード（200文
字程度）」を入力
④「コカ・コーラオリンピック応援ポイント」1ポイ
ントを使用して応募完了

日本電信電話株式会社（NTT）への応募方法
①NTT応募サイトから自分のメールアドレスを登録
②その後、送られてくるメールにURLがあるのでア
クセスする
③応募フォームに「走行希望都道府県（栃木県）」・「栃
木県とのかかわり」・「募集コンセプト『つなぐ』に沿
ったエピソードと意気込み(400文字以内）」を入力
④「氏名」・「性別」・「生年月日」・「国籍」・「住所」・
「電話番号」・「職業」・「ユニフォームサイズ」・「緊急
時の連絡先」・「配慮の必要性」を入力して応募完了

日本生命保険相互会社への応募方法
①日本生命サイトから自分のメールアドレスを登録
②その後、送られてくるメールにURLがあるのでア
クセスする
③応募フォームに「氏名」・「住所」・「電話番号」・「性別」
・「生年月日」・「職業」・「国籍」・「使用言語」・「走行希望
都道府県(栃木県）」・「栃木県とのかかわり」・「共感でき
る聖火ランナーの考え方(選択)」・「配慮の必要性」を入力
④「大切な人に伝えたい想い」を400文字以内で入
力して応募完了

聖火ランナーの応募方法（共通項目）
・日本コカ・コーラ株式会社、トヨタ自動車株式会社、日本生命保険相互会社、日本電信電
話株式会社（NTT）の4社 と各都道府県実行委員会から応募可能
・各募集先に1回ずつ最大5回応募可能
・複数の各都道府県実行委員会への応募は不可
・応募締切は各募集先とも8月31日㈯

トヨタ自動車株式会社への応募方法
【専用サイトから】
①トヨタ自動車聖火ランナー募集特設サイトにアクセス
②「氏名」・「メールアドレス」・「電話番号」・「性別」
・「生年月日」・「住所」・「走行希望都道府県(栃木県）」
・「栃木県とのかかわり」・「地域をよりよくするため
に現在挑戦していることや今後挑戦していきたいこ
と（400文字以内）」で入力して応募完了
【応募用紙から】
トヨタ販売店、トヨタレンタリースで配布している
「聖火ランナー応募用紙」に必要事項（専用サイトと
内容は同じ）を記入し、応募用紙に記載されている
宛先に送付して応募完了

　令和2(2020)年3月29日㈰に実施される東京2020オリンピック聖火リレーの栃木県ルートに小山市が選定さ
れました。聖火ランナーについては下記のとおり募集が開始されました。皆さまぜひとも応募して、市民一丸
となって聖火リレーを盛り上げていきましょう！

栃木県聖火リレー実行委員会への応募方法
【専用サイトから】
栃木県HP内「とちぎビジョン応援サイト」の応募フ
ォームに、「走行希望日（3月29日㈰）」・「走行希望
都道府県（栃木県）」・「栃木県とのかかわり」・「氏名
」・「性別」・「生年月日」・「国籍」・「住所」・「電話番
号」・「メールアドレス」・「使用言語」・「職業、勤務
先」・「緊急連絡先」・「自己PR、応募動機（400文字
程度）」を入力して応募完了
【応募用紙から】
所定の応募用紙に必要事項（専用サイトと内容は同
じ）を記載して、下の宛先に郵送して応募完了
　〒320-8686　宇都宮市中央郵便局私書箱30号
　東京2020オリンピック栃木県聖火ランナー募集係
※応募用紙は「とちぎビジョン応援サイト」からダ
ウンロードしていただくか、小山市内では市役所、
各出張所、中央公民館、消防本部、プール館、県南
体育館で配布しています

昭和39（1964）年10月2日
小山市で実施された聖火リレー（小山市所蔵）



▲寒
さんがわに

川尼

今
回
は
、
８
月
号
恒
例
の
企
画
で
す
。
こ
の
１
年
間
に
実
施
し
た
新
た
な

施
策
の
中
で
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

小
山
市
長　

大
久
保　

寿
夫

お
や
ま
表
情

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

 

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

①
市
長
へ
の
手
紙
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

　

210
件
の
ご
提
案
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
は
回
答
の
う
え
、

実
現
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
具
現
化
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
「
い
の
ち
支
え
る
小
山
市
自
殺

対
策
計
画
（
素
案
）」「
小
山
市
部
活
動
等
の

在
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）」「
新

庁
舎
の
基
本
設
計
概
要
書（
素
案
）」「
ス
ポ
ー

ツ
立
市
推
進
「
第
３
次
小
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
基
本
計
画
」
お
よ
び
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
基
本
構
想
」（
案
）」「
第
３
期
「
お
や

ま
ブ
ラ
ン
ド
」
創
生
・
発
信
推
進
計
画
（
案
）」

「
小
山
市
空
家
民
泊
推
進
３
カ
年
計
画（
案
）」

「
第
４
期
お
や
ま
地
産
地
消
・
食
育
推
進
計

画
（
素
案
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

人
・
行
政
（
市
役
所
）
を
創
る
た
め
に

①
国
際
化
の
推
進

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

ケ
ア
ン
ズ
市
】

（
平
成
30
年
８
月
）

姉
妹
都
市
と
の
交
流
と
し
て
、
小
山
市
中
学

生
ケ
ア
ン
ズ
派
遣
団
を
派
遣
。

（
平
成
30
年
12
月
）

ケ
ア
ン
ズ
ス
テ
イ
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
修
学

旅
行
生
を
受
け
入
れ
。

【
台
湾 

高
雄
市
】

（
平
成
31
年
２
月
）

「
第
10
回
高
雄
ミ
ズ
ノ
国
際
マ
ラ
ソ
ン
」
へ

３
人
の
選
手
を
派
遣
。

(

平
成
31
年
４
月)

「
第
11
回
お
や
ま
思
川
ざ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
」

に
高
雄
市
派
遣
団
が
出
場
。

【
中
国 

紹
興
市
】

（
平
成
31
年
３
月
）

友
好
交
流
関
係
都
市
と
の
交
流
と
し
て
、
小

山
市
中
学
生
紹
興
市
派
遣
団
を
派
遣
。

（
令
和
元
年
７
月
）

紹
興
市
少
年
使
節
団
を
受
け
入
れ
。

②
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
岡
山
県

倉
敷
市
へ
の
復
興
支
援
職
員
派
遣
（
平
成
30

年
７
〜
９
月
）

　

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
の
際
、

全
国
か
ら
支
援
を
頂
い
た
経
験
か
ら
、
倉
敷

市
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
、
７
月
20
日
か

ら
市
職
員
２
人
を
１
週
間
お
き
に
第
７
次
ま

で
派
遣
し
ま
し
た
。

③
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
状
交
付

（
平
成
30
年
11
月
）

　

栃
木
県
戦
後
初
の
プ
ロ
棋
士
と
な
っ
た
長

谷
部
浩
平
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

④
栃
木
県
初
！
「
第
７
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア

ワ
ー
ド
」で
自
治
体
部
門
優
良
賞
受
賞（
平
成
30
年
11
月
）

　
「
介
護
予
防
・
高
齢
者
生
活
支
援
分
野
」

に
お
い
て
、
市
が
平
成
18
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
「
シ
ニ
ア
元
気
あ
っ
ぷ
塾
事
業
」

が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

⑤
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
助
成
事
業
（
平

成
30
年
11
月
）

　

平
成
30
年
６
月
発
生
の
最
大
震
度
６
弱
の

大
阪
北
部
地
震
を
契
機
に
、
地
震
発
生
時
等

に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
被

害
の
軽
減
を
図
り
、
市
民
の
安
全
の
確
保
を

目
的
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策

工
事
を
す
る
方
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

⑥
「
道
路
破
損
等
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

（
平
成
30
年
11
月
）

　

通
報
時
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
付
い
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
、
位
置
情
報
を
付
け
て
撮
影

し
た
画
像
を
添
付
し
通
報
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
場
所
の
特
定
が
容
易
と
な
り
迅
速
な

対
応
に
繋
が
り
ま
す
。

⑦
第
６
次
小
山
市
行
政
改
革
（
平
成
27
〜
31

年
度
）
の
進
捗
状
況
（
平
成
30
年
12
月
）

　

平
成
29
年
度
ま
で
の
3
カ
年
の
進
捗
状
況

は
、
5
年
間
の
計
画
期
間
に
お
け
る
目
標
効

果
額
24
億
２
，
０
０
０
万
円
に
対
し
、
累
計

効
果
額
16
億
２
２
０
万
円
を
達
成
し
、
対
目

標
効
果
額
比
率
は
66
．2
％
と
な
り
ま
し
た
。

⑧
「
小
山
市
多
文
化
共
生
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」
開
所
、
定
住
外
国
人
を
応
援
（
平
成

31
年
４
月
）

　

４
月
の
出
入
国
管
理
法
お
よ
び
難
民
認
定

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
外
国
人
居
住
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
相
談

室
の
名
称
を
新
た
に
「
小
山
市
多
文
化
共
生

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
相
談
体
制
を

拡
充
し
ま
し
た
。

⑨
改
元
に
伴
う
庁
内
電
子
シ
ス
テ
ム
正
常
稼
動

を
臨
時
部
長
評
定
で
確
認
（
令
和
元
年
５
月
）

　

市
民
課
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
や
子
育
て
包
括

支
援
課
の
医
療
費
助
成
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
8

課
計
10
シ
ス
テ
ム
の
正
常
稼
動
を
報
告
し
、

改
元
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支
障
が
無

い
こ
と
を
確
認
。
ま
た
婚
姻
・
出
生
届
者
へ

の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

⑪
千
葉
県
い
す
み
市
と
の
「
農
業
振
興
・
観

光
振
興
お
よ
び
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
連
携
協
定
」締
結（
令
和
元
年
５
月
）

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
す

交
流
を
一
層
推
進
し
、
農
業
振
興
や
観
光
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
、
連
携
お
よ
び
協
力
関
係
の
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

⑫
お
や
ま
ス
ニ
ー
カ
ー
ビ
ズ
の
実
施
（
令
和

元
年
６
月
）

　

市
職
員
の
健
康
保
持
増
進
や
更
な
る
公
務
能

率
向
上
の
た
め
に
、「
お
や
ま
ス
ニ
ー
カ
ー
ビ

ズ
」
と
題
し
、
全
職
員
を
あ
げ
て
ス
ニ
ー
カ
ー

等
の
歩
き
や
す
い
靴
を
着
用
の
う
え
通
勤
、
執

務
に
あ
た
る
こ
と
を
励
行
し
て
い
ま
す
。

　

　
ま
ち
を
創
る
た
め
に

①
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ひ
か
る
」
く
ん
へ
特
別
住

民
票
を
発
行
（
平
成
30
年
８
月
）

　

野
田
市
で
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

「
ひ
か
る
」
く
ん
は
、
平
成
30
年
２
月
17
日

以
降
、
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池
を
拠
点

と
し
て
い
ま
す
。 

　

同
月
23
日
に
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池

内
に
設
置
し
た
人
工
巣
塔
で
は
、
翌
24
日
か

ら
枯
草
等
を
運
ぶ
営
巣
行
動
が
見
ら
れ
、
そ

の
後
も
、
継
続
し
て
人
工
巣
塔
で
の
巣
作
り

や
遊
水
地
内
お
よ
び
周
辺
水
田
で
の
採
餌
に

励
ん
で
い
て
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も
深
ま

り
、「
ひ
か
る
」
く
ん
が
小
山
市
を
拠
点
と

し
て
６
カ
月
と
な
る
８
月
17
日
に
、「
ひ
か

る
」く
ん
に
特
別
住
民
票
を
発
行
し
ま
し
た
。
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※この記事は7月12日時点で編集したものです
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都
」
で
あ
る
両
市
の
「
人
」・「
暮
ら
し
」
の

魅
力
を
同
時
に
体
験
で
き
る
、
移
住
体
験
合

同
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑮
農
泊
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
事

業
を
実
施
（
平
成
31
年
３
月
）

　

市
で
は
渡
良
瀬
遊
水
地
を
中
心
と
し
た
市

内
の
観
光
資
源
や
米
麦
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
農
業
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
、
農
村

へ
の
交
流
人
口
拡
大
と
、
地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
農
泊
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本

事
業
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
受

け
入
れ
農
家
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
、

農
泊
事
業
本
格
的
実
施
へ
向
け
て
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑯
第
３
期
「
お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
創
生
・
発

信
推
進
計
画
を
策
定
（
平
成
31
年
３
月
）

　

市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
人
々
の
高

い
技
術
の
も
と
生
み
出
さ
れ
る
産
品
、
素
晴

ら
し
い
地
域
資
源
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
全
国

へ
発
信
し
て
い
こ
う
と
、県
内
に
先
が
け
て
、

平
成
14
年
よ
り
「
お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創

生
運
動
に
着
手
し
、
そ
の
総
合
的
展
開
の
指

針
で
あ
る
第
2
期
計
画
が
平
成
30
年
度
を
以

て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
検
証
を
行

い
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
取
組
み
状

況
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
更
な
る
「
お
や

ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
生
を
推
進
す
る
た
め
、

第
３
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑰
第
４
期
お
や
ま
地
産
地
消
・
食
育
推
進
計

画
を
策
定
（
平
成
31
年
３
月
）

　

市
は
、
地
産
地
消
の
取
組
み
や
食
育
の
充

実
を
「
第
３
期
お
や
ま
地
産
地
消
・
食
育
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
相
互
に
関
係
す
る
食
育
と
地

産
地
消
の
一
体
的
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

６
，
０
１
４
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析

し
、
課
題
へ
の
対
策
を
踏
ま
え
、「
第
４
期

長
寿
は
と
む
ぎ
100
歳
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
お
い
て
、
は
と
む
ぎ
に
は
炎
症
を
抑

え
る
効
果
、
血
管
の
弾
力
性
を
保
つ
効
果
、

脂
質
異
常
症
の
予
防
効
果
、
肝
機
能
改
善
の

効
果
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
効
果
、
肌
の
キ
メ
を
良
く
す
る
美
肌

効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
研
究
結
果
に
よ
り

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

⑫
「
間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た
」
が
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
登
録
（
平
成
31
年
３
月
）

　

市
と
地
域
の
方
々
の
積
極
的
な
取
組
み
が

実
り
、
３
月
28
日
に
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
４
月
10
日
に
は
文
化
庁
長
官

よ
り
同
文
化
財
の
指
定
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
栄
誉
は
、
栃
木
県
で
は
５
例
目

で
あ
り
、
県
南
地
域
で
は
初
の
快
挙
で
す
。

⑬
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
「
第
３
次
小
山
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
」
及
び
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
基
本
構
想
」
を
一
体
化
し
て
策

定
（
平
成
31
年
３
月
）

　

平
成
26
年
６
月
に
栃
木
県
内
初
の
「
ス

ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」
を
行
い
、「
市
民
ひ
と

り
１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
指
し
、「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
多
く
の
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

⑭
小
山
市
・
那
須
塩
原
市
「
新
幹
線
駅
を
軸

と
し
た
〝
移
住
・
定
住
促
進
〞
広
域
連
携
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」移
住
体
験
合
同
ツ
ア
ー

を
実
施
（
平
成
31
年
３
月
）

　

東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で
わ
ず
か
41
分
、
充

実
し
た
子
育
て
支
援
施
設
や
移
住
定
住
支
援

制
度
な
ど
、
暮
ら
し
に
便
利
な
都
心
を
使
い

こ
な
せ
る
「
小
山
市
」
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
街
、
自
然
と
共
存
し

た
充
実
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
暮
ら
し
が
で
き
る

「
那
須
塩
原
市
」。
栃
木
県
の「
南
都
」と「
北

整
備
を
進
め
、
令
和
元
年
８
月
よ
り
建
設
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

⑦
小
山
市
美
田
北
部
土
地
改
良
区
・
小
山
市
美

田
中
部
土
地
改
良
区
・
小
山
自
動
車
処
理
組
合

と
災
害
時
応
援
協
定
締
結
（
平
成
31
年
２
月
）

　

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
を
含
め
、
災
害

時
に
お
け
る
施
設
の
監
視
や
操
作
、
農
業
用

水
を
生
活
用
水
や
消
火
用
水
と
し
て
、
小
山

市
美
田
北
部
土
地
改
良
区
、
小
山
市
美
田
中

部
土
地
改
良
区
、
ま
た
、
災
害
時
の
放
置
車

両
の
移
動
協
力
と
し
て
、
小
山
自
動
車
処
理

組
合
と
新
た
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑧
農
福
連
携
事
業
に
よ
る
「
干
し
芋
」
の
試

食
・
販
売
会
の
開
催
（
平
成
31
年
２
月
）

　

農
業
と
福
祉
を
連
携
に
よ
り
、
障
が
い
者

の
雇
用
創
出
を
目
的
と
し
て
、
施
設
利
用
者

に
よ
る「
干
し
芋
」の
製
造
販
売
を
し
ま
し
た
。

⑨
小
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
（
平

成
31
年
２
月
）

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
劣
化
が
進
ん
で

い
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
８
面
の
人
工
芝
を
張
替

え
、
２
月
24
日
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

⑩
紬
織
士
が
手
掛
け
た
１
柄
目
の
絣
糸
に
よ

る
反
物
の
完
成
（
平
成
31
年
２
月
）

　

市
の
誇
る
伝
統
産
業
で
あ
り
、
平
成
22
年

11
月
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
本
場
結
城
紬
の
優
れ
た
伝
統
技
術
を
確

実
に
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
市
職
員
今
泉

紬
織
士
の
本
場
結
城
紬
製
作
技
術
習
得
研
修

の
絣
く
く
り
を
主
と
し
た
第
2
期
研
修
の
成

果
物
と
し
て
、
自
ら
図
案
を
作
成
し
、
絣
糸

の
製
作
を
手
掛
け
た
１
柄
目
の
結
城
紬
が
完

成
し
ま
し
た
。

⑪
「
小
山
の
は
と
む
ぎ
」
実
証
研
究
に
よ
り

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果
が
示
唆
さ
れ
る

（
平
成
31
年
２
月
）

　
「
祝 

小
山
市
制
65
周
年
記
念
事
業　

健
康

②
「
環
境
都
市
宣
言
」
10
周
年
記
念
式
典
を

開
催
（
平
成
30
年
８
月
）

　

平
成
20
年
６
月
の
環
境
都
市
宣
言
か
ら
10

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
様
々
な
取
組
成
果

を
市
内
外
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、
環
境
の
基
本
に
立
ち
返

り
、「
渡
良
瀬
遊
水
地
の
雄
大
な
自
然
と
人

と
の
共
生
」
と
い
う
観
点
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。

③
市
道
７
１
５
４
号
線
・
７
１
３
７
号
線
道

路
新
設
事
業
完
了
（
平
成
30
年
９
月
）

　

新
小
山
市
民
病
院
開
院
に
伴
う
周
辺
道
路

整
備
の
内
、
新
４
号
国
道
お
よ
び
一
般
県
道

大
戦
防
小
山
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
病
院
南
側
の
市
道
３
７
７
０

号
線
と
一
般
県
道
大
戦
防
小
山
線
を
接
続

す
る
、
市
道
７
１
５
４
号
線
お
よ
び
市
道

７
１
３
７
号
線
を
整
備
し
ま
し
た
。

④
小
山
農
業
協
同
組
合
と
の
包
括
連
携
協
定

の
締
結
（
平
成
30
年
12
月
）

　

地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し
、
お
互
い
の

情
報
、
人
材
お
よ
び
技
術
を
活
用
し
、
様
ざ

ま
な
分
野
で
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑤
埼
玉
県
鴻
巣
市
と
災
害
時
応
援
協
定
締
結

（
平
成
31
年
１
月
）

　

近
年
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
埼
玉
県
鴻
巣

市
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
、
さ
ら
な

る
防
災
体
制
の
強
化
と
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑥
新
庁
舎
整
備
事
業
の
基
本
設
計
ま
と
ま
る
（
平

成
31
年
１
月
）

　
「
夢
・
未
来
あ
ふ
れ
る
〝
新
し
い
時
代
の

行
政
創
り
〞
の
中
枢
拠
点
」
と
な
る
新
庁
舎



お
や
ま
地
産
地
消
・
食
育
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

⑱
い
の
ち
支
え
る
小
山
市
自
殺
対
策
計
画
を

策
定
（
平
成
31
年
３
月
）

　

市
で
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
の
趣
旨
や
自

殺
総
合
対
策
大
綱
に
基
づ
き
、
自
殺
に
関
す

る
情
報
収
集
や
現
状
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
通
じ
て
地
域
の
課
題
を
抽
出
し
、
自
殺
の

実
態
と
特
性
に
即
し
た
き
め
細
や
か
な
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

か
け
が
え
の
な
い
命
の
大
切
さ
を
考
え
、
共

に
支
え
合
う
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
自

殺
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

⑲
小
山
市
部
活
動
等
の
在
り
方
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
（
平
成
31
年
３
月
）

　

今
後
も
部
活
動
を
持
続
可
能
な
活
動
と
す

る
た
め
、
平
成
30
年
３
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁

が
「
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
活
動
時

間
や
休
養
日
の
設
定
等
に
つ
い
て
基
準
を
定

め
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
も
「
小
山
市
部
活

動
等
の
在
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑳
小
山
市
制
65
周
年 

思
川
桜
２
千
本
里
親

記
念
講
演
会
（
平
成
31
年
４
月
）

　

思
川
桜
の
植
樹
本
数
が
二
千
本
を
超
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
、「
第
２
回
思
川
桜
里
親

記
念
講
演
会
」
を
開
催
し
、
女
優
の
紺
野
美

沙
子
氏
の
朗
読
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

㉑
小
山
市
空
家
民
泊
推
進
３
カ
年
計
画
を
策

定
（
平
成
31
年
４
月
）

　

急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
控
え
宿
泊
施
設
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
中
、
空
き
家
・
空
き
室
を
民
泊
に
活
用

し
て
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

小
山
市
空
家
民
泊
推
進
３
カ
年
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

㉒
下
河
原
田
地
域
交
流
広
場
が
完
成
（
令
和

元
年
５
月
）

　

下
河
原
田
地
内
で
長
年
管
理
不
全
と
な
っ
て

い
た
空
き
家
を
所
有
者
か
ら
寄
付
を
受
け
て
解

体
し
、
敷
地
跡
地
を
遊
具
や
防
災
機
能
の
備
え

た
地
域
交
流
広
場
と
し
て
整
備
し
、
５
月
18
日

に
開
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

㉓
「
桑
・
蚕
・
繭
・
真
綿
か
け
・
糸
つ
む
ぎ

の
さ
と
」
開
所
（
令
和
元
年
５
月
）

　
「
桑
」「
蚕
」「
繭
」
か
ら
製
品
で
あ
る
「
本

場
結
城
紬
」
ま
で
一
連
の
資
料
展
示
や
、「
手

つ
む
ぎ
糸
・
袋
真
綿
」
の
製
作
技
法
を
学
ぶ

講
習
会
を
開
催
し
、
養
蚕
や
本
場
結
城
紬
に

対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、
原
料
部
門
で

の
後
継
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

㉔
日
本 
和
食
（
日
本
料
理
）
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
９
in
小
山
（
令
和
元
年
５
月
）

　

栃
木
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
高
椅
神
社

「
楼
門
」
の
約
100
年
ぶ
り
の
修
繕
お
披
露
目

に
合
わ
せ
、
同
神
社
の
主
祭
神
「
磐
鹿
六
雁

命
（
い
わ
か
む
つ
か
り
の
み
こ
と
）」
が
料

理
の
「
祖
神
（
お
や
が
み
）」
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
て
、
料
理
の
聖
地
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
国
の
著
名
な
調
理
人
30
人
に
よ

る
、
そ
の
技
術
や
知
識
を
提
供
す
る
た
め
の

料
理
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
日
本
料
理

を
核
と
す
る
和
食
文
化
を
発
信
し
て
い
く

「
日
本 

和
食
（
日
本
料
理
）
サ
ミ
ッ
ト
」
を

全
国
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

㉕
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ひ
か
る
」
く
ん
の
と
ち
ぎ
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
登
録（
令
和
元
年
６
月
）

　

３
月
28
日
に
３
歳
に
な
り
繁
殖
適
齢
期
を

迎
え
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ひ
か
る
」
く
ん
が
、

早
く
パ
ー
ト
ナ
ー
に
出
会
え
る
よ
う
「
と
ち

ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
小
山
」
の
特
別
会
員

登
録
を
行
う
こ
と
で
、
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
小
山
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

　
く
ら
し
を
創
る
た
め
に

①
市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ
熱
中
症

対
策
備
品
を
導
入
（
平
成
30
年
８
月
）

　

平
成
30
年
度
に
市
内
小
学
校
24
校
・
中
学

校
10
校
に
各
１
台
ず
つ
、
絹
義
務
教
育
学
校

に
２
台
の
合
計
36
台
を
配
布
し
、
今
年
度
同

数
を
追
加
で
配
布
し
ま
し
た
。
平
成
31
年
４

月
に
開
校
し
た
東
城
南
小
学
校
に
は
開
校
時

に
１
台
導
入
、
さ
ら
に
他
校
同
様
１
台
を
追

加
配
布
し
ま
し
た
。
各
学
校
に
は
、
熱
中
症

指
数
を
学
校
で
の
日
常
生
活
や
屋
外
で
の
活

動
時
の
目
安
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
案
内
し

ま
し
た
。

②
小
山
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト 

祖
父
母
手
帳

交
付
開
始
（
平
成
30
年
８
月
）

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
な
環
境

の
中
で
成
長
で
き
る
よ
う
、
親
の
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
祖
父
母
の
孫
育
て
の
一
助
と
し
て

祖
父
母
手
帳
を
作
成
し
交
付
を
始
め
ま
し
た
。

③
小
山
市
・
栃
木
市
相
互
乗
入
に
よ
る
広
域

公
営
路
線
バ
ス
実
現
（
平
成
31
年
３
月
）

　

栃
木
市
と
の
連
携
強
化
第
1
号
と
し
て
小

山
市
と
栃
木
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
2 

路
線
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
り
、
県
内
初
の

広
域
公
営
バ
ス
を
実
現
し
ま
し
た
。

④
災
害
時
応
援
協
定
締
結
式（
平
成
31
年
３
月
）

　

避
難
所
で
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の

提
供
を
㈱
坪
野
谷
紙
業
、
災
害
時
に
必
要
な

地
図
製
品
等
の
供
給
を
㈱
ゼ
ン
リ
ン
、ま
た
、

水
道
施
設
の
早
期
災
害
復
旧
等
の
協
力
体
制

を
西
原
・
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
・
日

本
環
境
ク
リ
ア
ー
特
定
業
務
委
託
共
同
企
業

体
と
新
た
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑤
35
年
分
ぶ
り
の
新
設
小
学
校
「
東
城
南
小

学
校
」
が
誕
生
（
平
成
31
年
４
月
）

　

児
童
の
初
登
校
と
な
る
４
月
８
日
に
開
校

式
、
９
日
に
119
人
の
新
入
生
を
迎
え
入
学
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。
５
月
１
日
現
在
の
児
童

数
は
601
人
で
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
英

語
教
育
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
目
指
し
、
先
進
的

モ
デ
ル
校
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

⑥
市
立
体
育
館
整
備
お
よ
び
運
営
事
業
（
平

成
31
年
４
月
）

　
「
市
民
ひ
と
り
１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
し
、

市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
施
設
と

し
て
、
ま
た
、
令
和
４
年
の
「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
国
体
」
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
の
会
場
と
な
る
小
山
市
立
体
育
館
整
備

事
業
は
、
本
市
初
と
な
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
進

め
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
事
業
契
約
を
締
結
し
、
４
月
か
ら

造
成
・
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

⑦
資
源
・
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
〜
る
」

配
信
開
始
（
平
成
31
年
４
月
）

　

身
近
な
端
末
を
利
用
し
て
、
手
軽
に
資
源
と

ご
み
の
分
別
方
法
や
収
集
日
を
検
索
・
通
知
も

可
能
な
ア
プ
リ
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑧
コ
ウ
ノ
ト
リ
か
ら
の
贈
り
物
事
業
を
開
始

（
平
成
31
年
４
月
）

　

食
育
に
最
も
関
心
を
持
ち
始
め
る
「
妊
娠
」

を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
捉
え
、
次
世
代
の

育
成
を
担
う
パ
パ
マ
マ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
食
育

の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛

来
す
る
小
山
市
の
安
全
で
お
い
し
い
お
米
「
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
」
を
贈
り
、
市
の
農
業
や
地

産
地
消
・
食
育
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

⑨
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
備
蓄
開
始（
平
成
31
年
３
月
）

　

液
体
ミ
ル
ク
の
国
内
販
売
開
始
を
機
に
、

災
害
発
生
時
、
乳
児
の
命
を
守
る
た
め
、
県

内
で
初
め
て
備
蓄
を
開
始
し
ま
し
た
。
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※この記事は7月12日時点で編集したものです
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問子育て包括支援課☎22‒9854

　市では、仕事と家庭生活を両立することができ、男女共に働きやすい環境づく
りに積極的に取組んでいる事業者を「小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者」
として認定し、雇用の分野における男女共同参画を推進しています。
【認定対象項目】
①仕事と家庭生活の調和を図るための積極的な取組
②女性労働者の能力発揮を促進するための積極的な取組
③地域における子育て、ふれあい活動等の地域貢献活動を推進する 
　ための積極的な取組
　今年度、小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者として、次
の16の事業者が新たに認定され、6/22㈯に開催された男女共同参画
フェアで、認定証交付式を行いました。

事業者名
あいおいニッセイ同和損害保
険株式会社栃木支店小山支社 株式会社荒井工業 株式会社荒川電気工業 株式会社伊藤園

小山支店

岩井労務管理事務所 小山工業高等専門学校 関東職業能力開発大学校 鯉沼工業株式会社

株式会社中山設備機器 株式会社保坂建築事務所 医療法人富樹会
三田整形外科

三井住友海上火災保険株式会社
栃木支店小山支社

明和コンピュータ
システム株式会社 株式会社山中組 株式会社ＵＡＣＪ

押出加工小山
株式会社ＵＡＣＪ鋳鍛　
鋳鍛工場

第8回  ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定  
問男女共同参画課☎22‒8078

問危機管理課☎39‒6684

日　時　9/1㈰13:30～15:50（13:00開場）
会　場　文化センター小ホール
内　容　①講演会　講師：NPO法人「だいじょうぶ」理事長　畠山由美氏　
　　　　演題：「もうだいじょうぶ　あなたはひとりぼっちじゃあない」
　　　　　　　～児童虐待を防止するために地域社会ができること～　
　　　　②パネルディスカッション　「小山市の児童虐待防止の取組みと課題」
　　　　座長：栃木県公認心理師協会会長　秋場博氏　
　　　　コメンテーター：NPO法人「だいじょうぶ」 理事長　畠山由美氏
　　　　パネリスト：大木こどもクリニック院長　大木丈弘氏
　　　　　　　　　　小山市こどもの居場所「おひさま」代表　高橋弘美氏
　　　　　　　　　　市教育委員会学校教育課職員　
　　　　　　　　　　市子育て包括支援課職員
対　象　子育て中の保護者、子育て支援に関わる方、一般市民
定　員　350人程度　※参加無料、申込不要

　小山市を震源とするマグニチュード6.9の直下型地震が発生し、最大震度6強を観測したと想定し、災害対策本
部設置、避難勧告の伝達や避難所、応急救護所の設置、消火や救出訓練、緊急物資の輸送、ライフライン復旧訓
練などを行います。消防自動車はもちろん、災害発生時に活躍する特殊な車やヘリコプターも登場します！
日　時　9/7㈯9:00 ～ 11:30（雨天決行・荒天中止）
会　場　石ノ上河川広場

※このオレンジリボンは、平成16(2004)
年9月、小山市で幼い2人の兄弟が虐待に
より尊い命を奪われるという悲惨な事件
を、二度と起こしてはならないという決
意のもとに作られ「おやま生まれのこど
も虐待防止」のシンボルとして、全国に
発信しています
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建築物防災週間　8/30㈮～ 9/5㈭
建築指導課からのお知らせ

はかりの定期検査

小山市空き家バンク制度

問建築指導課☎22‒9233

日頃から調査・点検をしましょう
○建築物の外壁やブロック塀は安全ですか？　ひび割れや浮き・腐食等の点検、ブロック塀の控壁の有無等
○火事の時、安全に避難できますか？　廊下・階段・バルコニー等の点検
○建築設備は安全ですか？　換気設備・排煙設備・非常用照明・給排水設備等の点検
○エレベーター、エスカレーター等は安全ですか？　エレベーター等の日常の維持保全

〇空き家バンクとは、売却や賃貸を希望する所有者から申込みを受けた市内の空き家の情報を、本市に移住や定
住を希望している方、市内在住で住み替えを希望している方などに、市がホームページ等で提供するシステムで
す。下記に当てはまる方は、ご相談ください。
・空き家を売りたい方、貸したい方
・空き家を買いたい方、借りたい方
・住み替え予定でマイホームを空き家にしたくない方
・空き家をお持ちで困っている方

　商店や会社等で取引用または病院・学校・保育所等で証明用に使用し
ているはかりは、計量法で定められている定期検査を受けなければなりません。今年度の検査日程は下記のとお
りです。忘れずに検査を受けてください。なお、前回検査を受けた方には、検査のご案内を送付します。

〇上記期間内に受検できなかった場合、栃木県計量検定所にて受検してください。
　詳細については、栃木県計量検定所までお問合せください。

四世代以上の同居家族の表彰
　四世代以上で同居している市内在住の家族について、家族の良さや大切さを認識し家族のきずなを深める機会
とするとともに、「ふるさと小山」への愛着を育むことを目的として、表彰事業を行います。表彰を希望するご
家族は下記のとおり申請してください。

【対象家族】※次の①～④すべての要件を満たす家族
①四世代以上の親族で構成され、全員が小山市住民基本台帳に登録されている家族
②9/1㈰の基準日において、市内の同一家屋に1年以上（満1歳未満の子は出生時から）
　居住している家族
③家族全員の、市税および介護保険料に未納がない家族
④この表彰を受けたことがない家族
※同一敷地内の別棟に居住している場合や、施設入所や進学等のため実際には居住実態が
ない場合は対象とはなりませんのでご注意ください
【表彰】
　10/20㈰に開催される「第34回　健康都市おやまフェスティバル」において、表彰状および記念品の贈呈を行
います。
【申請方法】
　8/1㈭～9/13㈮までに申請書等に必要事項を記入し、地域包括ケア推進課に提出してください。
【その他】
　住民基本台帳において、同一世帯に四世代以上が登録されているご家族には、順次、案内通知を送付します。
ただし、四世代以上で同居されていても、複数世帯として登録されているご家族の場合は、案内通知が届きませ
んのでご希望のご家族は地域包括ケア推進課までご連絡ください。

問地域包括ケア推進課☎22‒9617

問建築指導課 空き家対策室☎22‒9824

問栃木県計量検定所☎028‒667‒9425
　商業観光課☎22‒9272

期 日 会 場 時 間
9月10日㈫～13日㈮
・17日㈫ 市役所別館 10時～12時

および13時～15時
9月18日㈬・19日㈭ 間々田市民交流センター

持ち物
①はかり　②手数料
③送付された通知
　「特定計量器定期検査について」
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令和元（2019）年 第3回小山市議会定例会報告 問行政経営課☎22‒9313

友
好
都
市
・
結
城
市
情
報

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

空
手
連
盟
事
前
キ
ャ
ン
プ

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
空
手
連
盟
の
選

手
た
ち
が
，
９
月
に
開
催
さ
れ
る
空

手
国
際
大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
結

城
市
で
実
施
し
ま
す
。
練
習
は
誰
で

も
見
学
で
き
ま
す
。

練
習
日
程　

８
／
27
㈫
〜
９
／
３
㈫

※
休
養
日
や
非
公
開
の
場
合
あ
り

場
所　

か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館(

結

城
市
鹿
窪
１)

関
連
イ
ベ
ン
ト　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を

紹
介
す
る
写
真
な
ど
の
展
示
会
、
９

／
６
㈮
〜
８
㈰
開
催
の
「
空
手
１
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
東
京
大
会
」
に
出
場

す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
選
手
の
応
援
バ

ス
ツ
ア
ー

問
結
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
２
９
６
32
６
３
４
０

関
東
ど
ま
ん
な
か

サ
ミ
ッ
ト
情
報

　

小
山
市
と
と
も
に
、「
関
東
ど
ま

ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
を
構
成
す

る
４
県
３
市
２
町（
栃
木
県
栃
木
市
、

野
木
町
、
茨
城
県
古
河
市
、
埼
玉
県

加
須
市
、
群
馬
県
板
倉
町
）
の
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
。

【
栃
木
市
】

●
太
平
山
南
山
麓
の

ぶ
ど
う
狩
り
・
直
売

　

栃
木
県
随
一
の
ぶ
ど
う
の
生
産
地

で
あ
る
栃
木
市
。
中
で
も
太
平
山
南

山
麓
は
、
通
称
「
ぶ
ど
う
団
地
」
と

呼
ば
れ
、
100
軒
以
上
も
の
ぶ
ど
う
農

園
で
賑
わ
い
ま
す
。
甘
く
て
大
粒
の

巨
峰
や
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
風
味
の
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
、
多
種
多
様

な
ぶ
ど
う
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
上
旬
ま
で

問
大
平
町
観
光
ぶ
ど
う
園
協
議
会

（
か
か
し
の
里
内
）

☎
０
２
８
２
43
８
２
８
８

【
野
木
町
】

●
野
木
町
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

自
然
豊
か
な
渡
良
瀬
遊
水
地
や
野

木
町
煉
瓦
窯
等
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
時
間　

４
月
〜
９
月
・
９
時
〜

18
時
、
10
月
〜
３
月
・
９
時
〜
16
時

※
利
用
無
料

対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
方
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
※
身
分
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

貸
出
場
所　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
、
き

ら
り
館
、
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
西
口
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
、
野
木
町
役
場

問
野
木
町
産
業
課

☎
０
２
８
０
57
４
１
５
３

【
古
河
市
】

●
夢
あ
ん
ど
ん
と
夕
涼
み

　

古
河
の
夏
の
風
物

詩
。
水
辺
に
浮
か
ぶ

約
800
基
の
あ
ん
ど
ん

が
夏
の
夜
を
柔
ら
か

く
照
ら
し
ま
す
。

日
時　

８
／
14
㈬
・

15
㈭
18
時
〜
21
時

会
場　

古
河
歴
史
博
物
館
周
辺

問
古
河
歴
史
博
物
館

☎
０
２
８
０
22
５
２
１
１

【
加
須
市
】

●
第
10
回
全
国
女
子
硬
式
野
球

ユ
ー
ス
大
会
開
催

　

加
須
市
で
は
平
成
22
年
の
第
１
回

大
会
以
来
、
毎
年
夏
に
全
国
の
Ｕ-

18

の
選
手
を
対
象
と
し
た
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
女
子
高
校
球
児
の
熱
い
戦
い

を
お
見
逃
し
な
く
。

大
会
期
間　

８
／
17
㈯
〜
22
㈭

※
予
備
日　

８
／
23
㈮

開
会
式　

８
／
17
㈯
８
時
半
か
ら
加

須
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア
ム

大
会
会
場　

加
須
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア

ム
（
加
須
市
民
運
動
公
園
野
球
場
）

平
成
国
際
大
学
野
球
ス
タ
ジ
ア
ム

問
加
須
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
４
８
０
62
６
１
２
３

【
板
倉
町
】

●
板
倉
町
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

自
転
車
で
の
渡
良
瀬
遊
水
地
の
周

遊
や
町
内
探
訪
に
お
勧
め
で
す
。
受

付
は
わ
た
ら
せ
自
然
館
（
板
倉
町
海

老
瀬
４
６
６
３
‐
１
）
に
な
り
ま
す
。

利
用
時
間　

９
時
〜
16
時
半（
月
曜
・

火
曜
・
祝
日
の
翌
日
休
館
）

利
用
料
金　

大
人
１
日
600
円
・
４
時

間
以
内
400
円
、
子
供
１
日
300
円
・
４

時
間
以
内
200
円

貸
出
台
数　

大
人
用
42
台(
う
ち
幼
児

用
い
す
付
３
台)

、
子
供
用
20
台

問
わ
た
ら
せ
自
然
館

☎
０
２
７
６
82
１
９
３
５

■災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
　災害弔慰金の支給等に関する法律及び災害弔慰金の支給等に関する法律施行令の改正により、災害援護資金の
貸付利率、償還方法および違約金の割合が変更されたことに伴い、所要の改正をするもの
■小山市工業振興条例の一部改正について
　企業誘致の補助金である土地取得助成金について、限度額を設けることに伴い、所要の改正をするもの
■小山市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について
　小山栃木都市計画の平和東地区地区計画が平成31(2019)年2月8日付けで決定されたことに伴い、同地区計画
の区域内における制限事項を規定するため、所要の改正を行うもの
■特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び公職選挙法の一部を改正する法律が公布され、選挙長等の
費用弁償額が増額されることに伴い、選挙長などの報酬について増額改定をするため、所要の改正を行うもの
■小山市火災予防条例の一部改正について
　不正競争防止法等の一部を改正する法律が令和元(2019)年5月30日に、住宅用防災機器の設置及び維持に関す
る条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が平成31(2019)年2月28日にそれぞれ公布され
たことに伴い、所要の改正をするもの

市議会定例会が6月3日㈪～25日㈫に開催されました。今回の議会で審議された主なものを紹介します。
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◆ジェネリック医薬品を利用しましょう！

小山市国民健康保険からのお知らせ
医療費削減のために今日からできること

　ジェネリック医薬品に変えられるお薬が処方されている方に「ジェネリック医薬品使用促進のお知
らせ」を送付しています。お知らせが届いた方は、この機会にぜひ一度、ジェネリック医薬品の利用
について、ご検討ください。
◆柔道整復のかかり方
　整骨院や接骨院で柔道整復師が行う施術には、健康保険の対象にならないものがあります。
施術を受ける前にしっかりと確認し、国民健康保険を正しく使いましょう。
●健康保険の対象となるケース
・急性または亜急性で原因がはっきりしている外傷性の
負傷（ねんざ、打撲、挫傷（肉離れ）、骨折、脱臼）
※骨折・脱臼に対する施術については、医師の同意が必要

●健康保険の対象とならないケース
・単なる肩こりや筋肉疲労、内科的要因によるもの、同時に病院で治療中の負傷
・労災保険が適用になる仕事中・通勤中の負傷、小山市国保に未届の交通事故が原因の負傷

●柔道整復師の施術を受けるときの注意点
①負傷原因を正しく伝える
②療養費支給申請書の内容をよく確認し、自分で署名する
③領収書を受け取る
④施術が長期にわたる場合は、医師の診察を受ける

●柔道整復師の施術を受けられた方へ～アンケートにご協力ください～
　柔道整復師の施術を受けた方の中から、無作為に抽出した方へアンケートをお送りしています。アンケートが
届いた方は、必要事項をご記入の上、国保年金課にご返送ください。

問国保年金課☎22‒9415

　CKDとは“Chronic(慢性)　Kidney(腎臓)　Disease(病)”の略です。腎機能が慢性的に低下している状態を
指す総称です。腎機能の低下や尿たんぱくなどが3カ月以上にわたって確認されると、CKDと診断されます。慢
性糸球体腎炎や腎硬化症、糖尿病性腎症など、慢性的に経過する腎臓病が原因となり、今や成人の8人に1人が
CKDとも言われています。

CKD予防セミナー開催のお知らせ（要申込み）

ご存知ですか ?「慢性腎臓病（CKD）」

腎臓の役割は?
①血液をろ過して、老廃物を尿として体外に排出　②血圧のコントロール
③体の水分・塩分・体液量などを調整　④骨・血圧・血液を正常に保つホルモンの分泌
生活習慣を改善してCKD予防！
【食 生 活】①主食・主菜・副菜をバランスよく　②塩分・脂質のとりすぎに気をつけましょう
　　　　　  ③お酒は適量を守りましょう
【生活習慣】①適度な運動を行いましょう　②睡眠・休養をとり、疲れやストレスをためない　③たばこは吸わない

問健康増進課☎22‒9508

日　時　①9/4㈬13:00～15:00　②9/25㈬13:30～15:30　場　所　健康医療介護総合支援センター
対　象　腎臓の健康に興味があり、2日間出席できる方・先着50人　※参加無料
内　容　医師講話、栄養・運動講話、運動実技、尿中塩分測定等
申込み　8/5㈪より健康増進課窓口または電話（定員になり次第〆切）

小山市ファンクラブ お得な特典盛りだくさん！
小山評定ふるさと応援し隊 募集中！

問秘書広報局☎22‒9353

　市では、市民・企業の皆さまに小山市への愛着を深めていただき自らが市の情報発信をすること
で、口コミによる小山市の認知度を高めることを目的として、小山市ファンクラブ「小山評定ふる
さと応援し隊」を結成しました。1年が経過した現在では、市内、市外、県外、企業など様ざまな
方に参加いただき、隊員は500人を突破する勢いで増え続けています！
＜参加方法＞　※詳しくは市ホームページを確認ください
①右記ＱＲコード読込　→　「かんたん申請システム」入力
②申込用紙の提出（市役所3階秘書広報局）
＜入隊特典＞
・小山評定ふるさと応援し隊隊員証＆特製バッジをプレゼント！
・メールアドレスを登録いただいた方には、メールマガジンを配信！小山市の新規施策・イベント
　情報をいち早くお届け！☆今年度は、さらなる特典が･･･

申込み 市ホームページ
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特殊詐欺対策電話機等購入費補助金制度
　自動応答録音装置等を備えた特殊詐欺への対策機能を有する電話機または固定電話機に接続する補助機の購入
費の2分の1（上限5,000円）を助成します。
〇対象となる方
　①本市の住民基本台帳に記録されている65歳以上の方であること
　②令和元(2019)年6月10日以降に特殊詐欺対策電話機等を購入していること
　③市税に滞納がないこと
〇申請に必要なもの
　①小山市特殊詐欺対策電話機等購入費補助金交付申請書兼請求書
　②特殊詐欺対策電話機等の購入に係る領収書その他の購入日および購入金額が確認できる書類の写し
　③特殊詐欺対策電話機等の取扱い説明書その他の仕様が確認できる書類の写し
補助金の交付をご希望の方は、生活安心課にご連絡ください。

問生活安心課☎22‒9282

第66回市民文化祭
作品・出場者募集
展覧会・発表会名 開催期日・期間 規程 参加料等 申込先 その他

展　

示

書道展 10/31㈭～ 11/4㈪ 縦：半切以内、額、軸（仮巻可）横：半切1/2以内、額、色紙 1,500円 8/21㈬までに
倉持玄風☎27-0306

搬入＝10/30㈬
9:00 ～ 13:00

搬出＝11/4㈪
16:00 ～ 17:00

絵画展 11/6㈬～ 10㈰
10号～ 30号  ※出品資格：市
内在住者および通勤通学者・
市内在住者の指導を受講して
いる者

1,000円 10/29㈫までに
榊原武二☎23-0469

搬入＝11/5㈫
9:00 ～ 12:00

搬出＝11/10㈰
16:00 ～ 17:00

盆栽展 11/7㈭～ 10㈰
一般盆栽、松、柏、雑木、小品、
山野草
※細部についての規定はなし

無料
10/29㈫までに
髙橋進
☎090-4629-5036

搬入＝11/7㈭
9:00 ～ 10:00

搬出＝11/10㈰
15:00 ～ 16:00

工芸・
デザイン展 11/22㈮～ 24㈰

平面：50cm×50cm以内
立体：高さ150㎝、幅50㎝、
奥行30cm以内

1点
600円

11/1㈮までに
上野祐子☎38-2400

搬入＝11/21㈭
13:00 ～ 17:00

搬出＝11/24㈰
15:30 ～ 17:00

写真展 11/29㈮～ 12/1㈰

単写真に限る、サイズ：半切・
A3・A3ノビ、未発表のもの、
額装（ガラス無）またはパネ
ル張りひも付き
※合成加工作品、発表済類似
作品は不可

1点
500円

11/27㈬正午までに
大手スミ子
☎22-2425

搬入＝11/28㈭
9:00 ～ 12:00

搬出＝12/1㈰
16:00 ～ 17:00

華道展 11/30㈯～ 12/1㈰ 花席：間口90cm、奥行75cm、　　　高さ70cm
1点

2,000円
8/31㈯までに
松本幸星（幸月）
☎27-9234

搬入＝11/29㈮
13:00 ～ 17:00

搬出＝12/1㈰
16:00 ～ 17:00

舞　

台

民謡民舞祭 11/4㈪
10:00 ～ 17:00

民謡民舞連盟加入団体、その他
（協力依頼団体者等） 無料 9/15㈰までに

神山峰水☎27-6787
民謡民舞連盟の
特別出演の場合有

吟詠剣詩舞祭 11/9㈯
13:00 ～ 16:30

個人：絶句または和歌（2分以内)
団体：5人以上(10分以内)

1人
2,000円

9/15㈰までに
川村一然☎22-1812

音楽祭 11/10㈰
12:30 ～ 16:30

合唱、合奏(8分以内)
※マイク、アンプ類の使用不可

1団体
10,000円

8/31㈯までに
諸澤真理子
☎090-7724-7373

20人以上の場合1人
につき200円追加

洋舞祭 11/23㈯
13:00 ～ 16:00

ダンス(フラ・社交・手話・ヒップ
ホップ・ベリー・アフリカン・モ
ダンジャズ・フォーク）、バレエ(ク
ラシック・モダン)、フラメンコ

1団体
7,000円

9/15㈰までに
小貫廣☎23-5969

新舞踊祭 11/24㈰
9:00 ～ 16:00 1曲5分以内 無料 9/15㈰までに

亀田光子☎27-2629

邦楽祭 11/30㈯
12:30 ～ 17:00

琴、三味線、尺八、琵琶、横
笛などの日本伝統音楽を愛好
する団体または個人

1団体
15,000円

8/31㈯までに
丹野井成寿
☎23-0811

歌謡祭 12/1㈰
9:30 ～ 16:30

出演者本人が連絡(申込時に曲
目・歌手名・住所・氏名・電話番号)

2コーラス
3,000円

9/30㈪までに
大山好一☎37-0141 参加料は当日受付

参加資格　市内在住・通勤通学者
会場　　　文化センター大ホール・小ホール・
　　　　　ギャラリー、中央公民館、道の駅思川小山評定館
問合せ　　各申込先まで

問文化振興課☎22‒9694
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白鷗大学市民開放講座（後期）受講生募集
～大学のキャンパスで生涯学習！～
　白鷗大学市民開放講座は、大学で行われる通常の授業を市民の皆さ
まに開放するもので、割安な受講料で実際に学生たちと机を並べて学
ぶことができます。幅広い科目を数多く用意しましたので、皆さまの受講をお待ちしています。

期　間　9/24㈫～令和2.1/27㈪
会　場　白鷗大学本キャンパスおよび大行寺キャンパス　※本キャンパスには駐車場がありません
受講料　週1回講義科目（半期）＝1万円　週2回講義科目（半期）＝2万円
　　　　※受講決定後、大学から振込用紙が送付されます。教材代は含まれていません
対　象　市内在住・通勤・通学者・各科目5人　※受講希望者多数の場合は先着順
科　目　教養、経営学部、法学部、教育学部関連科目
　　　　※開放科目の詳しい講義内容は、白鷗大学地域連携サポートセンター（☎20‒8114）にお問合せください
申込み　8/16㈮～ 30㈮に、住所・氏名・年齢・電話番号・希望科目を電話・ＦAX・ハガキまたは直接生涯学習課の窓口へ

問生涯学習課☎22‒9665・FAX22‒9696
〒323-8686　小山市中央町1‒1‒1

教養科目 歴史学、倫理学、美学、心理学、フランス語、中国語等
経営学部 銀行論、企業ネットワーク論、国際経営論、国際金融論、日本経営史等
法 学 部 行政法、地方自治法、民法（物権総論）、知的財産法、労働法等
教育学部 環境科学、生理学、体育・スポーツ経営学、スポーツ栄養学等

※上記は開放予定科目の一部です。詳しくは、各公民館や図書館等に配置してあるパンフレットをご覧ください

期　日　12/8㈰8:30から開会式　※小雨・小雪決行　
会　場　小山総合公園森のはらっぱおよび粟宮・間中方面
参加料　小・中学生 2,500円、高校・一般 3,500円、親子ペア 4,000円（申込み後返金できません）
申込み　①9/2㈪（消印有効）までに所定の申込書（振込取扱票）に必要事項を記入し、郵便局で支払い申込み。
　　　　 ②9/20㈮までにインターネット（スポーツエントリー・ランネット）で申込み。
その他　①申込み後の返金（過剰入金・重複入金含む）および種目変更、キャンセルはできません。
　　　　②競技中の事故については、主催者は傷害保険の範囲と応急処置以外の責任は一切負いません。
　　　　③ナンバーカードと併せて参加賞品も事前発送しますので申込み後に住所を変更された方は、10/31㈭
　　　　　までにおやま思川マラソンエントリーセンター（☎048-778-5880）まで必ずご連絡ください。
　　　　④小山駅東口から会場までシャトルバスを運行しますのでご利用ください。

種別 対象者 距離 スタート

01

小学

親子ペア
（1･2 年生とその親）

2㎞

9:15

02 男　子 3･4 年生 9:3003 女　子
04 男　子 5･6 年生 9:4505 女　子
06 中学 男　子 全学年 3㎞ 10:1507 女　子

種別 対象者 距離 スタート
08 高校・一般

男　子
39歳以下

5㎞ 10:10
09 一般 40歳以上
10 高校・一般

女　子
39歳以下

11 一般 40歳以上
12 高校・一般

男　子
39歳以下

10㎞ 10:00
13 一般 40歳以上
14 高校・一般

女　子
39歳以下

15 一般 40歳以上

種目・スタート時刻等

祝 小山市制65周年 第42回おやま思川マラソン大会
問（公財）市体育協会事務局
　（県立温水プール館内）☎30‒5856

第41回 人権講演会 問生涯学習課☎22‒9695
　人権推進課☎22‒9292

日　時　8/20㈫12:30開場、13:30開演
会　場　文化センター小ホール　※入場無料、手話通訳・要約筆記あり
内　容　13:30 ～　開会行事
　　　　13:45 ～　人権講演会（約90分）
　　　　　・講演テーマ　「 心をはぐくむ 」　講師　紀

き の

　惠
え り こ

理子氏
　　　　　　法務省　法務少年支援センター仙台（仙台少年鑑別所） 所長、公認心理師
その他　市役所駐車場は、本工事のため駐車台数に限りがあります。
　　　　講演会当日、市役所周辺は大変な混雑が予想されるため、公共交通機関でお越しいただくか、
　　　　近隣の有料駐車場をご利用ください。

紀　惠理子氏
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　全国有数の産地である小山産ビール麦を使用した美味しいビールをご堪能くださ
い！会場では、小山産の食材を使用したおつまみもご用意します。
　ソフトドリンクの販売もありますので、ご家族でもお楽しみいただけます。
日時　9/6㈮17:30 ～ 21:00・7㈯15:00 ～ 20:00・8㈰15:00 ～ 19:00
　　　※雨天決行
会場　第1会場：小山御殿広場（市役所北側）、第2会場：まちの駅思季彩館（中央町3-5-3）
料金　○前売り券（ビール3杯分）：1,200円　○当日券（ビール1杯分）：500円
前売り券販売場所　（一社）小山市観光協会（おやま本場結城紬クラフト館）、
　　　　　　　　　道の駅思川、まちの駅思季彩館、リングジョイ、
　　　　　　　　　小山商工会議所、間々田商工会、桑絹商工会、小山市美田商工会
※注意※
●飲酒運転は法律により禁止されています。車を運転してお帰りの方は飲酒できません。
●前売券の払い戻しは、主催者都合による中止の場合のみ行います

　1つのお墓に多数の焼骨を一緒に埋蔵する合葬式墓地（1体用10体・2体用10組20体）の使用者を募集します。
これは、生前に申込みをしたい65歳以上の方向けのものです。1体用か2体用のいずれかを選んでいただき、はが
きでの応募になります（応募多数の場合は抽選・はがきは1世帯につき1枚）。墓石を建てる墓地（芝生墓地）の
生前申込みは受け付けておりません。
　なお、現在焼骨をお持ちの方や改葬する場合については随時受け付けしておりますのでお問合わせください。
申込資格　次の①②両方を満たす方
　①小山市に引き続き1年以上住所があり、住民登録している方　
　②自分または自分ともう1人のお墓として使用したい65歳以上の方　
使用料　1体用：75,000円　2体用：150,000円
納骨できる焼骨の範囲
　●配偶者（妻または夫）　
　●血族3親等以内（父母、祖父母、子、孫、曾祖父母、曾孫、兄弟姉妹、おじ、おば、おい、めい）
　●姻族2親等以内（父母、子、兄弟姉妹、祖父母、孫）　
　●養父母、養子
申込み
　はがきの表面に〒323-8686（住所不要）小山市役所環境課、裏面に住所・氏名・電話番号・1体用か2体用
いずれかを明記し、8/31㈯（当日消印有効）までに環境課へ郵送

第8回小山の日本一ビールまつり

墓園やすらぎの森 合葬式墓地の使用者募集
問環境課☎22‒9284

不燃系資源（びん・缶・ペットボトル）の出し方
　中身を出して水で軽く洗い、袋や箱から出して「不燃ごみ収集所」のコンテナに入れてください。「ペッ
トボトル」は青色のコンテナに、「びん・缶」は黄色のコンテナに、それぞれ入れてください。コンテナは
積み重ねてください。
※袋や箱に入ったままのものは収集しません（コンテナが不足している場合に限り、袋のままでも回収します）
※お菓子の缶・缶詰の缶・粉ミルク缶等は「燃えないごみ」で出してください

問環境課☎22‒9286

問（一社）小山市観光協会☎30‒4772

飲料用
のびん
に限り
ます。

飲料用
の缶に
限りま
す。

黄色のコンテナに

あきびん あき缶

マークがついている
もので飲料用、調味料
用に限ります。キャッ
プ・ラベルは「プラ
容器」へ

青色のコンテナに

ペットボトル
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卒
島
城

　

卒
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
新
倉
自
治
会
公
民
館
が
あ
り
ま
す

が
、そ
の
南
方
に
「
中
城
」
の
小
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
中
城
」
の
東
側
に
は
字
「
東
城
」
が
あ
り
、
そ
の
南
隣

は
字
「
田た

郭ぐ
る
わ（
田
曲
輪
）」
と
な
り
ま
す
。「
中
城
」
が
本

丸
で
、
両
字
は
二
の
丸
、
三
の
丸
と
い
え
そ
う
で
す
。
さ

ら
に
、「
中
城
」
の
北
側
に
は
字
「
新し
ん

郭ぐ
る
わ（
新
曲
輪
）」
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
郭
く
る
わ
（
曲
輪
）」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に

か
け
て
は
遊
郭
、
歓
楽
街
を
意
味
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

前
は
城
の
周
囲
を
土
塁
や
石
、
空
堀
、
水
掘
な
ど
で
巡
ら

し
た
囲
い
の
場
所
、
つ
ま
り
城
の
一
角
を
い
い
ま
し
た
。

　

田
郭
に
対
し
、
新
郭
と
は
文
字
ど
お
り
本
来
の
城
に
、

新
し
く
（
拡
張
し
て
）
防
塞
を
築
い
た
場
所
で
、
城
攻
め

に
備
え
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
新

郭
の
中
に
小
薬
と
の
関
係
（
後
述
）
を
推
測
さ
せ
る
西
念

寺
（
浄
土
宗
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
他
に
、

三
宮
神
社
、
時
宗
の
新
善
光
寺
（
旧
称
道
場
）
が
周
囲
に

立
地
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
１
社
２
寺
は
、
元
々
所
在
し

て
い
た
場
所
か
ら
築
城
に
伴
い
移
転
さ
せ
ら
れ
た
よ
う

で
、
現
在
も
本
来
の
所
在
地
（
旧
所
）
に
は
３
者
と
も
に

小
字
名
で
残
っ
て
い
ま
す
。

　

城
主
は
だ
れ
だ
っ
た
の
か
大
い
に
興
味
が
あ
り
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
事
由
か
ら
、
小
薬
の
御
城
に
盤ば

ん

踞き
ょ

し
た

梶
原
氏
の
一
族
か
重
臣
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
に
、
西
念
寺
が
梶
原
氏
の
菩
提
寺
小
薬
の
称
念
寺

と
本
末
寺
に
あ
っ
た
こ
と
。
第
２
に
、
今
は
廃
寺
と
な
っ

た
卒
島
の
法
泉
寺
（
天
台
宗
）
が
、
小
薬
の
長
栄
寺
の
末

寺
だ
っ
た
こ
と
。
第
３
に
、
戦
国
時
代
に
、
小
山
高
朝
が

伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
た
役
料
算
用
状
の
中
に
小
山
領
が
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
小
薬
と
卒
島
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

上
国
府
塚
の
御
城
（
実
城
）

　

こ
こ
は
南
隣
の
下
国
府
塚
と
同
様
に
、
栃
木
市
の
国
府

に
あ
っ
た
下
野
国
府
を
少
な
く
と
も
南
北
朝
時
代
に
は
移

転
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
上
下
な
の
か

は
、
同
時
期
に
小
山
朝
氏
（
朝
郷
）
と
氏
政
の
兄
弟
が
起

こ
し
た
身
内
合
戦
か
ら
端
を
発
し
た
よ
う
で
す
。

　

南
朝
方
の
兄
朝
氏
は
、
祇
園
城
を
抑
え
そ
の
守
護
所
と

し
て
上
国
府
塚
を
、
北
朝
方
の
弟
氏
政
は
鷲
城
を
本
拠
地

に
し
て
下
国
府
塚
に
守
護
所
を
置
い
た
と
の
想
定
で
す
。

　

始
め
こ
の
兄
弟
は
北
朝
の
足
利
方
で
し
た
が
、
祇
園
城

で
の
攻
防
戦
で
朝
氏
が
南
朝
の
奥
州
軍
に
拘
束
さ
れ
る
と

い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
発
生
し
ま
し
た
。
同
族
の
白
河
領
主

結
城
氏
の
取
り
な
し
で
帰
還
し
ま
す
が
、
以
後
没
す
る
ま

で
中
立
の
立
場
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
を
継
い
だ
氏
政
・
義
政
親
子
は
足
利
氏
に
与
力
し
、

下
野
国
守
護
と
な
っ
て
類
に
な
い
勢
力
を
築
き
ま
し
た
。

　

時
が
過
ぎ
て
戦
国
時
代
の
天
正
年
間
（
１
５
７
３
〜

９
２
）
の
頃
、
小
山
高
朝
が
重
臣
の
岩
上
伊
勢
守
な
る
武

将
に
「
覚
悟
の
旨む
ね

候
間
、
母
親
も
引
き
連
れ
、
国
府
館
へ

ま
か
り
移
ら
れ
る
べ
く
候
」
と
の
文
書
を
発
し
、
国
府
館

の
城
代
的
な
任
務
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
府
館
は
、
名
称
か
ら
守
護
職
を
相
伝
し
て
い
た

小
山
氏
が
政
務
を
行
う
場
所
と
確
実
視
さ
れ
、
そ
の
成
り

立
ち
か
ら
上
国
府
塚
に
残
る
御
城
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
上
国
府
塚
の
地
割
図
を
見
る
と
、
字
「
御
城
」

が
正
方
形
状
に
あ
っ
て
、
す
ぐ
東
北
に
字
「
国
府
」
が
隣

接
し
て
い
ま
す
。「
御
城
」
の
西
側
に
は
字
「
西
出
口
」

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
城
に
関
係
し
た
地
名
で
、
他
に
中
城
、

北
城
の
呼
称
地
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
地
調
査
で
は
、
御
城
（
実
城
と
も
い
う
）
の
屋
号
を

持
つ
民
家
の
東
側
に
中
城
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
実

城
と
中
城
は
同
様
な
意
味
を
持
ち
、
例
え
ば
本
丸
の
よ
う

な
場
所
を
い
い
ま
す
。
こ
の
両
者
の
東
側
に
は
小
川
が
走

っ
て
お
り
、
堀
跡
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
山
歴
史
研
究
会　

菅
間　

久
男

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○194

埋
も
れ
た
城
跡

　

市
内
に
は
い
く
つ
も
の
城
跡
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
史

料
や
伝
承
な
ど
に
登
場
し
解
説
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

紹
介
す
る
２
つ
の
城
は
ほ
と
ん
ど
無
名
で
、
地
元
だ
け
に

し
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
城
跡
に
な
り
ま
す
。

　

卒そ

島し
ま

城
は
、
豊
田
地
区
の
卒
島
集
落
の
中
心
部
に
あ
っ

た
よ
う
で
、『
小
山
市
史
（
通
史
編
）』
で
初
め
て
そ
の
存

在
が
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

穂
積
地
区
の
上
国
府
塚
の
御み

城じ
ょ
うは

、
集
落
の
西
側
に
あ

り
ま
す
。
小
山
氏
が
下
野
国
守
護
職
を
相
伝
し
て
い
た
こ

と
と
複
合
し
て
、
そ
の
守
護
役
所
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

卒島城

上国府塚の御城



●
イ
ベ
ン
ト

第
３
回
小
口
一
郎
関
係
資
料

悉
皆
調
査
報
告
展

日
時　

８
／
10
㈯
・
11
㈰
10
時
〜
16
時

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　

小
山
出
身
の
版
画
家
・
小

口
一
郎
の
作
品
を
展
示

問
文
化
振
興
課
☎
22
９
６
６
２

中
地
区
ほ
た
る
の
里
の
盆
お
ど
り

　

ほ
た
る
の
里
中
地
区
で
、「
盆
お

ど
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
中
地
区

ほ
た
る
音
頭
を
初
披
露
し
ま
す
。

日
時　

８
／
10
㈯
17
時
半
〜
19
時
半

※
雨
天
中
止

会
場　

中
出
張
所　

砂
駐
車
場

問
中
出
張
所
☎
38
０
０
０
２

「
ヘ
ル
ク
レ
ス
座
を
見
つ
け
よ
う

〜
土
星
を
み
よ
う
〜
」

日
時　

８
／
10
㈯
19
時
半
〜
21
時

会
場　

生
井
公
民
館
※
駐
車
場
は

J
A
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会
※
曇
り
や
雨

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
当

日
、
実
施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
当
日
、
11
時
〜
12

時
半
に
、
博
物
館
駐
車
場
に
て
太

陽
観
測
会
も
実
施

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

第
２
回
豊
田
盆
踊
り
大
会

日
時　

８
／
17
㈯
16
時
〜
19
時
半

会
場　

豊
田
中
学
校
校
庭

内
容　

盆
踊
り
・
お
は
や
し
・
模
擬
店

そ
の
他　

雨
天
時
体
育
館

問
豊
田
公
民
館
☎
37
１
０
０
２

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
灯
り　

日
時　

８
／
24
㈯
・
25
㈰
18
時
半

〜
20
時
半
※
雨
天
中
止

会
場　

生
井
桜
づ
つ
み
公
園　

内
容　

地
元
小
学
生
や
住
民
の
皆
さ

ん
と
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
を
活
用

し
て
制
作
し
た
ヨ
シ
灯
り
を
公
園
内

に
展
示
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

問
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推

進
課
☎
22
９
３
５
４

ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
号

天
体
観
望
会
（
市
立
博
物
館
協
賛
）

日
時　

８
／
24
㈯
19
時
〜
20
時
半

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
広

場
・
駐
車
場
※
雨
・
曇
り
の
場
合
、

室
内
で
講
話
な
ど
を
実
施

対
象　

小
山
市
民
（
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ま
は
保
護
者
同
伴
）

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
27
９
９
３
５

第
42
回
栃
木
県
少
年
の
主
張
発
表

下
都
賀
地
区
大
会
開
催

日
時　

８
／
22
㈭
12
時
10
分
〜

会
場　

壬
生
町
城
址
公
園
ホ
ー
ル

（
大
ホ
ー
ル
）

内
容　

下
都
賀
地
区
の
中
学
生
が
、

日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
の
発
表

問
下
都
賀
地
区
青
少
年
育
成
推
進

連
絡
協
議
会
（
県
南
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
21
２
２
９
４
・

F
A
X
22
８
４
０
３

●
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
８
㎞　

日
時　

９
／
１
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス　

大
平
下
駅
（
東
口
）
集

合
↓
池
上
↓
清
水
寺
↓
戸
長
屋
敷
・

民
族
資
料
館
↓
ぶ
ど
う
団
地（
片
岡
）

↓
中
根
↓
大
平
下
（
東
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

第
２
回
子
ど
も
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

日
時　

９
／
12
〜
11
／
21
の
各
木

曜
（
全
10
回
）
17
時
半
〜
18
時
半

※
10
／
10
を
除
く

会
場　

県
立
温
水
プ
ー
ル
館

内
容　

水
な
れ
か
ら
バ
タ
足
、
ク

ロ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
初

心
者
歓
迎
）
身
長
120
㎝ 
以
上

定
員　

40
人
※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選

参
加
料　

３
千
200
円
（
保
険
料
込
）

申
込
み　

８
／
29
㈭
17
時
〜
17
時

半
（
時
間
厳
守
）
に
参
加
料
を
添

え
て
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
22
４
６
１
７

小
山
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時　

10
／
５
㈯
８
時
半
受
付
開

始
※
雨
天
中
止

会
場　

小
山
第
一
小
学
校
校
庭

内
容　

ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、
50

メ
ー
ト
ル
走
、
玉
入
れ
、
お
け
だ

ま
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
福

引
競
争
、
リ
レ
ー
等

対
象　

市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内

障
が
い
者
施
設
を
利
用
し
て
い

る
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

申
込
み　

８
／
30
㈮
ま
で
に
福
祉
課

☎
22
９
６
０
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
２
３
７
０

※
当
日
運
営
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

秋
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

９
／
６
〜
10
／
25
の
各
金

曜
（
全
８
回
）
10
時
〜
正
午

※
予
備
：
11
／
１
㈮
・
８
㈮

会
場　

あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

①
一
般
初
心
者
ク
ラ
ス

　
　
　

②
シ
ニ
ア
初
心
者
ク
ラ
ス

参
加
料　

１
人
５
千
円（
保
険
料
等
）

申
込
み　

８
／
19
㈪
の
10
時
〜
10

時
半
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温

水
プ
ー
ル
館
会
議
室

※
申
込
日
に
申
込
み
で
き
な
い
方

は
問
合
せ
先
ま
で
連
絡

準
備
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
飲
料
等
※
ラ
ケ
ッ
ト

の
貸
出
可

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
女
子
部
長
・
兵
藤

☎
０
９
０
・
４
９
４
１
・
９
５
８
７

※
雨
天
時
の
開
催
ま
た
は
延
期
等

に
つ
い
て
も
右
記
問
合
せ
先
ま
で

小
山
市
総
合
競
技
選
手
権
大
会
兼

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
日　

９
／
12
㈭
※
雨
天
時
は
９

／
13
㈮

会
場　
小
山
総
合
公
園
内
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象　

小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
登
録
者
お
よ
び
市
内
在
住
愛
好
者

種
目　

①
男
性
の
部
②
女
性
の
部
③

ゴ
ー
ル
ド
の
部
（
男
・
女
80
歳
以
上
）

参
加
料　

１
人
500
円（
当
日
徴
収
）

定
員　

①
②
③
の
各
部
門
合
計
で

先
着
30
人

申
込
み　

８
／
20
㈫
ま
で
の
平
日

８
時
半
〜
17
時
に
（
公
財
）
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
30
５
８
５
６

問
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
青
柳

☎
０
９
０
・
４
０
０
０
・
８
１
２
７

●
お
知
ら
せ

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

平
和
記
念
の
黙
と
う
を

　

広
島
・
長
崎
で
被
爆
74
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
原
爆
死
没
者
の
め

い
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈

念
す
る
た
め
、
家
庭
や
職
場
で
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
／
６
㈫
８
時
15
分
、
９

㈮
11
時
２
分

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
８

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

「
小
山
市
立
地
適
正
化
計
画
（
素
案
）」

期
間　

８
／
５
㈪
〜
30
㈮

閲
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、
各
出

張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出　

郵
送（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
都
市
計
画
課

宛
〒
323‒

8686
小
山
市
中
央
町
１-

１

‒

１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
９
６
８
５
・
メ
ー

ル
（d

-to
k
ei@
city.o

ya
m
a
.
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to
ch
ig
i.jp

）
ま
た
は
直
接
窓
口

問
同
課
☎
22
９
２
０
３

自
死
遺
族
の
会

　

大
切
な
方
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た･･･
、
そ
の
想
い
を
わ
か

ち
あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
／
20
㈫
14
時
か
ら
（
偶

数
月
第
三
火
曜
日
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

近
親
者
だ
け
で
は
な
く
、
親

し
い
友
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
で
も
、

つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方
で
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
可
※
市
外
の
方
も
可

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
９

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会

日
時　

８
／
31
㈯
10
時
か
ら
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階　

こ
ど
も
課

持
ち
物　

履
歴
書
・
保
育
士
証(

免

許
証)

の
コ
ピ
ー
・
筆
記
用
具

勤
務
先　

市
立
保
育
所

申
込
み　

こ
ど
も
課
☎
22
９
６
１
４

※
小
学
校
教
諭
・
幼
稚
園
教
諭
・

養
護
教
諭
・
看
護
師
・
准
看
護
師

免
許
を
お
持
ち
の
方
で
免
許
の
更

新
が
済
ん
で
い
る
方
も
保
育
士
と

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す

２
０
１
９
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

　

６
月
よ
り
、
全
国
す
べ
て
の
事

業
所
を
対
象
に
、
経
済
セ
ン
サ
ス-

基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
調
査
は
第
１
期
か
ら
第
５
期
ま

で
の
５
期
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
２

カ
月
ず
つ
実
施
さ
れ
ま
す
。
８
月
か

ら
は
第
２
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

８
月
の
中
旬
頃
か
ら
、
調
査
員
が
各

事
業
所
を
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

６
月
〜
令
和
２
年
３
月

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
２

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
の
栃
木
県
ル
ー
ト
に
小

山
市
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
！

　

第
18
回
東
京
五
輪
か
ら
56
年
ぶ

り
と
な
る
聖
火
リ
レ
ー
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
オ
ー
ル
小
山
で

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！
な
お
当
日

は
、
市
内
一
部
区
間
で
交
通
規
制

が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

令
和
２
年
３
／
29
㈰

問
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
・
栃
木
国
体

推
進
課
☎
23
０
８
２
４

水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
発
令
さ
れ
る「
避
難
勧
告
」等
、

避
難
の
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

　

皆
さ
ま
が
避
難
の
判
断
を
し
や

す
い
よ
う
、
国
が
防
災
情
報
を
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
定
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
市
で
は
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
や
防
災
ラ
ジ
オ
等

で
情
報
を
発
信
し
、
主
体
的
な
避

難
を
支
援
し
ま
す
。
こ
の
中
で
重

要
な
の
は
、【
警
戒
レ
ベ
ル
３
】

の
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
」
と
【
警
戒
レ
ベ
ル
４
】
の

「
避
難
勧
告
」
で
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
３　

避
難
に
時
間
の

か
か
る
高
齢
者
等
が
避
難
を
開
始

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
そ
の
ほ

か
の
方
は
、
い
つ
で
も
避
難
で
き

る
準
備
を
し
て
、
自
主
的
に
避
難

を
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
４　

全
員
が
避
難
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
39
６
６
６
１

年
金
受
給
額
を
増
や
す
に
は

　

月
々
の
国
民
年
金
保
険
料
に
付

加
保
険
料
（
月
額
400
円
）
を
プ
ラ
ス

し
て
納
め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年

金
と
合
わ
せ
て
付
加
年
金
（
納
付
月

数
×
200
円
）
を
上
乗
せ
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料

の
納
付
は
申
込
み
月
分
か
ら
と
な

る
た
め
、
加
入
を
希
望
の
方
は
早
め

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
６

「
家
庭
の
日
」
推
進
強
調
月
間

　

県
で
は
、
家
庭
は
子
ど
も
の
豊

か
な
心
を
育
む
大
切
な
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
毎
月
第
３
日
曜
日

を
ふ
れ
あ
い
育
む
「
家
庭
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
８
月
は
「
家

庭
の
日
」
推
進
強
調
月
間
で
す
。

家
族
み
ん
な
が
話
し
合
う
機
会
を

で
き
る
だ
け
多
く
持
つ
こ
と
に
よ

り
、
絆
を
深
め
、
明
る
く
楽
し
い

家
庭
作
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
生
涯
学
習
課
☎
22
９
６
６
７

全
国
家
計
構
造
調
査
に
ご
協
力
を

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全

国
家
計
構
造
調
査
が
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
家

計
の
実
態
を
把
握
す
る
も
の
で
、

調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体

が
行
う
各
種
経
済
・
社
会
諸
政
策

の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票
の
記

入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

城
山
町
２
丁
目
、
西
城
南

１
丁
目
、
西
城
南
２
丁
目
、
城
東

７
丁
目
、
犬
塚
７
丁
目
、
犬
塚
８

丁
目
、
大
字
犬
塚
、
大
字
横
倉
、

大
字
間
々
田
、
大
字
乙
女
、
大
字

迫
間
田
、
大
字
羽
川
、
大
字
出
井
、

大
字
鉢
形
（
上
記
の
町
丁
大
字
の

う
ち
の
一
部
地
区
）

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
２

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

表
彰
区
分　

５
年
、
10
年
、
15
年

５
年
…
平
成
25
年
４
／
１
〜

平
成
26
年
３
／
31

10
年
…
平
成
20
年
４
／
１
〜

平
成
21
年
３
／
31

15
年
…
平
成
15
年
４
／
１
〜

平
成
16
年
３
／
31

対
象　

い
ず
れ
も
右
の
期
間
に
原

付
・
小
特
免
許
・
普
通
免
許
等
を

取
得
し
て
い
る
方

表
彰
予
定
日　

令
和
２
年
２
／
１
㈯

表
彰
会
場　

野
木
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

申
込
み　

９
／
９
㈪
〜
10
／
８
㈫

ま
で
に
、
運
転
記
録
証
明
書
を
添

え
て
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

（
小
山
警
察
署
内
）、
ま
た
は
市
役

所
生
活
安
心
課
・
各
出
張
所

※
受
賞
資
格
お
よ
び
手
続
き
等
の

詳
細
は
、
小
山
地
区
交
通
安
全
協

会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
協
会
☎
39
６
６
１
５

県
立
県
南
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
停
止

　

県
立
県
南
体
育
館
に
お
い
て
県

に
よ
る
特
定
天
井
落
下
防
止
対
策

工
事
を
実
施
す
る
た
め
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。剣
道
場
、柔
道
場
、

研
修
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
通

常
ど
お
り
利
用
可
能
で
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

９
月
〜
令
和
２
年
６
月

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
０
０
２
１

個
人
事
業
税
の
納
税

　

８
月
は
、
平
成
30
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

第
１
期
分
の
納
期
限
は
９
／
２
㈪

で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

今
年
度
よ
り
第
２
期
分
の
納
付
書

も
第
１
期
分
と
併
せ
て
発
送
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
県
税
事
務
所

☎
０
２
８
２
23
３
４
１
４
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
・
電
話
相
談

日
時　

８
／
29
㈭
〜
９
／
４
㈬
８
時

半
〜
19
時
（
土
・
日
は
10
時
〜
17
時
）

実
施
機
関　

宇
都
宮
地
方
法
務

局
・
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

※
人
権
擁
護
委
員
が
応
対

問
☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

　

７
／
31
現
在
、
常
用
労
働
者
を
１

〜
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
８
〜

９
月
に
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
た
場

合
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
県
民
生
活
部
統
計
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
６

小
売
物
価
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

こ
の
調
査
は
、
物
価
水
準
の
変

動
を
と
ら
え
る
上
で
重
要
な
「
消

費
者
物
価
指
数
」
を
は
じ
め
、
物

価
に
関
す
る
諸
資
料
を
作
成
す
る

た
め
の
調
査
で
す
。
事
業
所
お
よ

び
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
対
象
で
、
栃

木
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。
本
調
査
の
開
始

は
令
和
２
年
１
月
か
ら
で
す
が
、

準
備
の
た
め
、
８
月
頃
か
ら
調
査

員
が
皆
さ
ま
の
事
業
所
や
ア
パ
ー

ト
を
お
訪
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
統
計
の
作
成

目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ

ん
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
に

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
県
民
生
活
部
統
計
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
５

「
栃
木
県
消
防
団
応
援
の
店
」
制
度

　

県
で
は
、
地
域
防
災
の
中
核
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
消
防
団
員
を

地
域
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
、「
栃

木
県
消
防
団
応
援
の
店
」
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
登
録
店
の
申

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
県
民
生
活
部
消
防
防
災
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
２
７

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
踏
切
通
行
止
め

　

一
般
県
道
粟
宮
・
喜
沢
線
と
Ｊ

Ｒ
両
毛
線
が
交
差
す
る
第
一
奥
州

街
道
踏
切
に
お
い
て
拡
幅
工
事
の

た
め
、
次
の
と
お
り
全
面
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。

期
間　

８
／
27
㈫
・
28
㈬
、
９
／

17
㈫
、
10
／
７
㈪
・
８
㈫
・
９
㈬
・

21
㈪
・
22
㈫
・
23
㈬
・
24
㈭

各
日
の
23
時
〜
翌
日
５
時
半

問
県
栃
木
土
木
事
務
所

☎
０
２
８
２
23
３
４
３
４

●
募
集

新
製
品
新
技
術
研
究
開
発
事
業
補
助
金

　

市
内
中
小
企
業
が
行
う
新
製

品
、
新
技
術
等
に
関
す
る
研
究
開

発
事
業
に
対
し
、
最
大
200
万
円
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
募
期
間　

８
／
１
㈭
〜
９
／
27
㈮

申
込
み　

工
業
振
興
課
☎
22
９
３
９
９

め
ざ
せ
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士

〜
き
み
か
ら
始
ま
る
１
１
９
〜

日
程
・
会
場　

①
８
／
３
㈯
小
山

市
消
防
署
②
８
／
４
㈰
間
々
田
分

署
③
８
／
10
㈯
小
山
市
消
防
署
④

８
／
11
㈰
桑
分
署
⑤
８
／
17
㈯
小

山
市
消
防
署
⑥
８
／
18
㈰
豊
田
分

署
⑦
８
／
24
㈯
大
谷
分
署
⑧
８
／

25
㈰
絹
分
遣
所
⑨
８
／
31
㈯
野
木

分
署
⑩
９
／
１
㈰
小
山
市
消
防
署

内
容　

１
１
９
番
通
報
の
し
か

た
・
胸
骨
圧
迫
の
方
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方

※
修
了
者
に
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
救
命

士
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す

対
象　

小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
４
年
生
〜
６
年
生
（
小
山
市
・

野
木
町
在
住
）・
同
伴
す
る
保
護
者

申
込
み　

小
山
市
消
防
署
救
急
係

☎
39
６
６
６
６

※
希
望
講
習
日
の
前
日
17
時
ま
で

に
申
込
み
く
だ
さ
い

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
者
募
集

日
時　

８
／
17
㈯
10
時
〜
正
午

会
場　

博
物
館　

視
聴
覚
室

内
容　

き
ょ
う
り
ゅ
う
他

定
員　

25
人

参
加
料　

100
円
、
折
紙
持
参

申
込
み　

８
／
１
㈭
９
時
か
ら
電
話

に
て
車
屋
美
術
館
☎
41
０
９
６
８

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

（
令
和
元
年
度
第
２
回
）

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者

／
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
が
一
定

基
準
以
下
の
方
／
地
方
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
／
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
そ
の
他
資
格
や
応
募
箇
所
に
つ

い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み　

８
／
５
㈪
〜
23
㈮
に（
一

社
）
ハ
ー
ト
フ
ル
☎
32
６
４
１
８

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
渡
良

瀬
遊
水
地
「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入

り
」
観
察
会　

参
加
者
募
集

日
時　

８
／
18
㈰
16
時
か
ら
（
市

役
所
前
駐
車
場
集
合
）
※
雨
天
中
止

内
容　

渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、
繁

殖
を
終
え
て
南
へ
渡
る
前
の
約

10
万
羽
の
ツ
バ
メ
が
集
結
し
、
見

る
者
を
魅
了
す
る
日
本
最
大
の

「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
」
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
員　

15
人
・
参
加
無
料

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
み　

８
／
１
㈭
〜
９
㈮
正
午

ま
で
に
、
電
話
に
て
渡
良
瀬
遊
水
地

ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課
☎
22
９
３
５
４

旧
延
島
小
学
校
利
活
用
に
係
る

事
業
者
募
集

　

平
成
29
年
３
月
に
閉
校
し
た
延

島
小
学
校
（
校
舎
・
屋
内
運
動
場
・

校
庭
等
）
跡
地
に
つ
い
て
、
市
有

財
産
の
有
効
活
用
と
と
も
に
、
新

た
な
施
設
利
用
を
契
機
と
し
た
地

域
の
活
性
化
等
を
効
果
的
に
図
る

た
め
、
令
和
２
年
４
月
（
予
定
）

か
ら
跡
地
を
一
体
的
に
活
用
す
る

事
業
者
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

期
間　
【
質
問
書
・
応
募
表
明
書

提
出
】
８
／
19
㈪
ま
で
【
提
案
書

提
出
】８
／
26
㈪
〜
９
／
６
㈮【
審

査
結
果
の
通
知
】
10
月
（
予
定
）

参
加
資
格　

法
人
格
を
有
す
る
事

業
者
（
他
、
条
件
あ
り
）

募
集
要
項
・
様
式

市
役
所
３
階
総
合

政
策
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
み　

同
課
☎
22
９
２
１
８

〒
323-

8686
小
山
市
役
所
総
合
政
策

課
（
住
所
不
要
）・
メ
ー
ル
：

d
-k
ik
a
k
u
@
city.o

ya
m
a
.

tochigi.jp

認
知
症
予
防
教
室

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
／
３
〜
11
／
５
ま
で
の

各
火
曜
（
全
８
回
）
10
時
〜
11
時

半
（
初
回
の
み
９
時
半
か
ら
）

※
９
／
10
㈫
、
10
／
22
㈫
は
除
く

場
所　

健
康
医
療
介
護
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

対
象　

65
歳
以
上
の
方

参
加
料　

テ
キ
ス
ト
代
100
円
程
度

申
込
み　

８
／
19
㈪
〜
29
㈭
に
電

話
に
て
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
22
９
６
４
８
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認
知
症
予
防
講
演
会

日
時　

９
／
10
㈫
14
時
〜
16
時

（
受
付
13
時
半
か
ら
）

講
師　

山
口
晴
保
氏
（
群
馬
大
学

名
誉
教
授
／
認
知
症
介
護
研
究
・

研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
）

内
容　

認
知
症
予
防
（
先
送
り
）

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
、
な
っ
て

も
安
心
の
小
山
市

会
場　

白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
館
）
白
鷗
ホ
ー
ル

定
員　

300
人

申
込
み　

８
／
９
㈮
〜
９
／
６
㈮

に
電
話
に
て
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
22
９
６
４
８

６
次
産
業
化
講
演
会

日
時　

８
／
20
㈫
17
時
半
〜
19
時

会
場　

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

研
修
室

内
容　
「
農
林
漁
業
の
６
次
産
業

化
と
輸
出
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
講

演
会
を
通
じ
て
、
小
山
市
の
農
業

の
更
な
る
高
付
加
価
値
化
と
高
収

益
化
を
図
り
ま
す
。

定
員　

100
人
・
参
加
無
料

申
込
み　

８
／
16
㈮
ま
で
に
電
話

に
て
農
政
課
☎
22
９
２
５
４

市
民
農
園
体
験
農
園（
秋
冬
野
菜
）

種
ま
き
体
験
参
加
者
募
集

日
時　

８
／
31
㈯
９
時
〜

会
場　

市
民
農
園
（
道
の
駅
思
川
南
）

内
容　

ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
等
の
種
ま
き
・
定
植
体
験

定
員　

50
組

参
加
料　

二
千
円
／
組

申
込
み　

８
／
１
㈭
〜
23
㈮
ま
で

に
農
政
課
☎
22
９
２
５
４

市
営
有
料
体
育
施
設
の

指
定
管
理
者
募
集

　

令
和
２
年
４
／
１
〜
令
和
７
年
３

／
31
の
期
間
、
小
山
運
動
公
園
他
内

の
市
営
有
料
体
育
施
設
を
管
理
運
営

す
る
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

８
／
14
㈬
〜
９
／
17
㈫

※
８
月
下
旬
に
現
地
説
明
会
を
予
定

申
込
み　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21

０
０
２
１
※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

新
元
号
制
定
特
別
企
画

「
令
和
」
と
『
万
葉
集
』

〜
大
伴
旅
人
と
梅
花
の
宴
〜

日
時　

９
／
16
㈪
14
時
〜

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

新
元
号
の
典
拠
と
な
っ
た

『
万
葉
集
』
の
部
分
に
つ
い
て
、
大

伴
旅
人
の
人
物
像
や
そ
の
周
辺
事

項
に
迫
り
な
が
ら
解
釈
を
味
わ
う

参
加
料　

500
円

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
2

パ
パ
マ
マ
応
援
料
理
教
室　

日
時　

９
／
17
㈫
、
10
／
30
㈬
、
11

／
19
㈫
（
全
３
回
）
10
時
半
〜
13
時

会
場　

道
の
駅
思
川　

料
理
実
習
室

内
容　

お
米
は
無
農
薬
の
「
ラ
ム

サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
」
を

使
用
。
お
や
ま
和
牛
も
登
場

対
象　

妊
娠
期
〜
小
学
生
を
子
育

て
中
の
パ
パ
マ
マ
・
20
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
３
人
ま
で
託
児
可

参
加
料　

２
千
円
（
３
回
分
）

※
託
児
は
900
円
追
加

申
込
み　

９
／
６
㈮
ま
で
に
電
話

に
て
農
政
課
☎
22
９
２
５
７

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

日
時　

９
／
21
㈯
９
時
〜
正
午

（
受
付
８
時
半
か
ら
）

会
場　

小
山
市
消
防
本
部
３
階
大

会
議
室
（
大
字
神
鳥
谷
１
７
０
０

番
地
２
）

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

対
象　

小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方

定
員　

先
着
30
人
・
参
加
無
料

申
込
み　

８
／
15
㈭
〜
31
㈯
に
消
防

署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６
、
大
谷
分
署

☎
22
３
４
５
０
、
間
々
田
分
署
☎
45

０
０
０
９
、
野
木
分
署
☎
０
２
８
０

57
１
１
１
９
、
豊
田
分
署
☎
37

０
１
１
９
、
桑
分
署
☎
23
３
４
０
３
、

絹
分
遣
所
☎
49
３
１
１
９

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
＆
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲

日
時　

9
／
29
㈰
15
時
開
演

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容　

室
内
楽
版
シ
ョ
パ
ン
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
他

出
演　

ピ
ア
ノ
：
知
久
絵
里
香
他

参
加
料　

全
席
自
由
２
千
円
、
高

校
生
以
下
500
円

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

一
般
交
通
指
導
員
募
集

　

朝
の
時
間
帯
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
の
交
通
安
全
の
立
哨
が
で
き

る
方
を
通
年
募
集
し
ま
す
。

対
象　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

お
持
ち
の
方
、
概
ね
70
歳
ま
で
で

健
康
状
態
が
良
好
な
方

問
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
３

ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地

「
秋
の
植
物
観
察
」

日
時　

９
／
20
㈮
９
時
〜
正
午

会
場　

生
井
公
民
館
・
渡
良
瀬
遊
水
地

内
容　

現
地
の
植
物
観
察
（
雨
天

時
室
内
）

講
師　

大
和
田
真
澄
先
生

定
員　

先
着
20
人

申
込
み　

８
／
30
㈮
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
45
４
０
０
４

小
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
講
座

日
程　

①
８
／
７
㈬
10
時
半
〜
11

時
半
「
救
急
救
命
」
▽
子
育
て
ひ

ろ
ば　

す
ま
い
る
②
９
／
10
㈫
９

時
半
〜
11
時
半
「
保
育
者
と
し
て

の
子
ど
も
の
関
わ
り
と
安
全
に
つ

い
て
」▽
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

③
９
／
11
㈬
９
時
半
〜
11
時
半「
子

ど
も
の
遊
び
（
保
育
体
験
）」
▽
城

山
さ
く
ら
保
育
園
④
９
／
19
㈭
９

時
半
〜
正
午
「
心
の
発
達
と
そ
の

問
題
」▽
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

⑤
９
／
25
㈬
９
時
半
〜
11
時
半「
子

ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
」、
13
時
半

〜
15
時
半
「
身
体
の
発
育
と
病
気
」

▽
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
回
先
着
15
人
・
参
加
無
料

申
込
み　

各
講
座
日
程
の
前
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
１
０
１
２

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
８
／
17
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
体
験
会
②
８
／
21
㈬
ま
ゆ
ク
ラ

フ
ト
「
て
ん
と
う
虫
を
作
ろ
う
」
③

８
／
24
㈯
ル
・
グ
ラ
ン
の
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
「
お
花
の
小
箱
づ
く
り
」
④
８

／
31
㈯
・
９
／
28
㈯
２
回
で
仕
上
げ

る
お
り
り
ん
麻
ひ
も
バ
ッ
グ
作
り

⑤
９
／
７
㈯
御
朱
印
帳
作
り

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
料　

①
③
千
円
、
②
500
円
、

④
２
千
500
円
、
⑤
千
500
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み　

８
／
７
㈬
か
ら
、
同
館

※
事
前
予
約
優
先
。
た
だ
し
、
②

は
事
前
予
約
の
み
受
付
、
④
は
両

日
参
加
で
き
る
方
の
み
受
付
。

問
同
館
☎
32
６
４
７
７

夢
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

参
加
者
募
集

日
時　

８
／
18
㈰
13
時
〜

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象　

ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
小
学
生

以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
方
を
優
先

定
員　

先
着
30
人
（
１
人
・
１
組

８
分
以
内
）

申
込
み　

８
／
２
㈮
〜
９
㈮
９
時
〜

16
時
に
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２



広報小山2019.8月号　18

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

地
域
に
根
ざ
し
た
家
庭
教
育
支

援
が
で
き
る
方
を
養
成
し
ま
す
。

修
了
者
は
市
の
家
庭
教
育
支
援
と

し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
等
を

行
っ
て
い
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
へ
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

９
／
３
㈫
〜
11
／
20
㈬

（
全
７
回
）
10
時
〜
14
時
半

会
場　

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等

※
託
児
有
（
生
後
６
カ
月
以
上
未

就
学
児
）

申
込
み　

８
／
９
㈮
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
22
９
６
６
６

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
若
者
を
育
て

た
街
リ
バ
プ
ー
ル
」講
演
と「
ビ
ー

ト
ル
ズ
メ
ド
レ
ー
」
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

▽
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
元
館
長
の
水
澤
順
一
氏
の
秘

蔵
映
像
に
よ
り
、
リ
バ
プ
ー
ル
の

街
を
彷
徨
い
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
世

界
へ
旅
立
っ
て
み
よ
う
！
▽
９
／

１
㈰
開
場
13
時
半
、
開
演
14
時
▽

500
円
▽
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
元
館
長
の
水
澤
順
一
氏
、

ギ
タ
ー
：
中
島
孝
弘
氏
▽
60
人

◆
初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室
▽
９

／
５
〜
26
の
各
木
曜
（
全
４
回
）

19
時
半
〜
21
時
▽
２
千
円
▽
岡
崎

和
代
氏
▽
20
人

◆
み
ん
な
で
歌
お
う
「
山
の
歌
・

海
の
歌
特
集
」
等
▽
懐
か
し
い
歌

を
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
み
ん
な
で

歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
▽
９
／
10
㈫

10
時
半
〜
正
午
▽
300
円
▽
青
い
山

脈
・
知
床
旅
情
・
誰
も
い
な
い
海
・

海
そ
の
愛
等
▽
山
中
智
津
子
氏
、

ピ
ア
ノ
：
峰
岸
怜
奈
氏
▽
60
人

◆
ピ
ア
ノ
無
料
開
放
の
ご
案
内

「
未
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
」▽
ベ
ー

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
を
お
子
さ
ま
や

小
山
市
民
の
皆
さ
ま
へ
10
分
間
無

料
で
お
貸
し
し
ま
す
▽
９
／
14
㈯

10
時
〜
16
時
▽
20
人

◆
ヤ
ク
ル
ト
健
康
教
室
「
腸
か
ら

ち
ょ
う
元
気
生
活
！
」
▽
楽
し

く
！
美
味
し
く
！
腸
の
役
割
と
免

疫
に
つ
い
て
の
お
話
し
と
、
健
康

体
操
等
を
行
い
ま
す
▽
９
／
20
㈮

10
時
半
〜
正
午
▽
無
料
▽
ヤ
ク
ル

ト
健
康
ス
タ
ッ
フ
▽
30
人

◆
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
飾
り
」
つ
く
り
教
室
▽
９
／
24

㈫
13
時
半
〜
15
時
半
▽
千
600
円（
材

料
費
込
）
▽
田
仲
陽
子
氏
▽
20
人

申
込
み　

８
／
５
㈬
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
22
９
１
１
１

み
ん
な
の
防
災
教
室

　

日
本
の
災
害
の
紹
介
、
防
災

グ
ッ
ズ
作
り
、
非
常
食
試
食
な
ど

を
し
な
が
ら
、
防
災
に
つ
い
て
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
！
講
師
は
や

さ
し
い
日
本
語
で
話
し
ま
す
。

日
時　

９
／
７
㈯
10
時
半
〜
12
時
半

会
場　

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２
・
３

対
象　

栃
木
県
に
住
む
外
国
人
、

日
本
人
・
40
人

申
込
み　
（
公
財
）
県
国
際
交
流
協

会
☎
０
２
８
・
６
２
１
・
０
７
７
７

「C
O
O
L
 C
H
O
IC
E
 

と
ち
ぎ
ス
ス

メ
隊
教
室
」(

親
子
体
験
型
講
座)

募
集

日
時　

８
／
19
㈪
13
時
半
〜
15
時

会
場　

中
央
公
民
館
第
1
研
修
室

内
容　

エ
コ
工
作
等
を
通
し
た
環

境
学
習

対
象　

小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
４
年
生
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
・
先
着
30
人

申
込
み　

応
募
ア
ド
レ
ス

（ccto
ch
ig
i@
to
ch
ieco

.jp

）

に
①
会
場
名
②
応
募
者
氏
名
③

連
絡
先
④
年
齢
⑤
居
住
市
町
⑥

参
加
人
数
等(

応
募
者
含
む)

を
入

力
し
、
メ
ー
ル
を
送
信
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://tochigic.

eco.coocan.jp/index.htm
l

）

の
「
ス
ス
メ
隊
教
室
申
込
」
の
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
申
込
み
も
可

問
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
・
６
７
３
・
９
１
０
１
、

F
A
X
０
２
８
・
６
１
２
・
６
６
１

き
も
の
着
付
け
講
習
会

日
時　

８
／
22
㈭
〜
12
／
６
㈮

（
全
14
回
）
14
時
〜
16
時

会
場　

桑
絹
商
工
会
館　

２
階
会
議
室

定
員　

先
着
20
人
・
参
加
無
料

申
込
み　

８
／
５
㈪
か
ら
桑
絹
商

工
会
☎
22
４
５
２
３

太
陽
光
発
電
設
備
の
廃
棄
費
用
に

関
す
る
報
告
義
務

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
提
出
す

る
定
期
報
告
（
運
転
費
用
報
告
）

の
項
目
に
廃
棄
費
用
に
関
す
る
項

目
が
追
加
さ
れ
て
か
ら
１
年
経
過

し
ま
し
た
。
10
k
W
以
上
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
所
有
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ

認
定
事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ
の
定
期
報
告
の

際
に
、
廃
棄
費
用
の
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
（
一
社
）
太
陽
光
発
電
協
会

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
代
行
申
請
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
07
８
２
１
０

問県南産業技術専門校☎0284-91-0803
県立県南産業技術専門校技能講習受講者募集

訓練科名 訓練期間 定員 受講料
機械加工科

10/7㈪～
令和2年3/24㈫

5
無料
※テキスト代、作業服
代等は受講者負担

NC機械科 10

板金溶接科 5

問同校援助計画課☎31-1733またはFAX27-0240
関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

時期 市役所からこんにちは 広報番組

上旬 ■空き家バンクについて
■台風に備えて ■企業と人権

中旬 ■第 66回小山市民文化祭出品・出場者募集
■おやまの日本一ビールまつり

■小山百景
「中央図書館と城東公園」

下旬 ■ 2019 おやまスポーツレクリエーションフェア
■思桜会大会

■生涯学習
テレビ大学②

月間 ■イベント情報／秘書広報局
■レッツエコ／環境課

視聴にはテレビ小山放送㈱のケーブルテレビへの加入が必要となり
ます。デジタル101chを選局ください。  問秘書広報局☎22‒9353

8月の行政テレビ

コース名 実施日時 定員 受講料

木造住宅の
架構設計技術

9/5.6
（昼2日）
9:30～16:10

10 7,500円

マシニングセンタ
実践技術
（プログラミング編）

9/7.14.21
（昼3日）
9:00～17:00

10 15,500円

なぜなぜ分析による
真の要因追求と現場
改善

9/11.12.13
（昼3日）
9:30～16:10

20 13,500円
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乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験

　

募
集
期
間
：
８
／
30
㈮
ま
で
▽
体
験
期

間
：
９
／
30
㈪
ま
で
９
時
〜
16
時
（
午
前

の
み
で
も
可
）
▽
市
内
保
育
園
・
認
定
こ

ど
も
園
・
保
育
所
▽
中
学
生
・
高
校
生
・

専
門
学
生
・
大
学
生
▽
０
才
か
ら
５
才
ま

で
の
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
好
き
な
方
は
も

ち
ろ
ん
周
り
に
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
な

い
方
、
遊
ん
だ
り
関
わ
っ
た
経
験
の
な
い

方
も
大
歓
迎
▽
問
絹
保
育
所
・
三
ツ
森
☎

49
０
０
４
６

母
親
ク
ラ
ブ
み
な
み
会
「
プ
ー
ル
遊
び
」

　

９
／
３
㈫
10
時
半
〜
11
時
半
※
雨
天
、

気
温
の
低
い
場
合
中
止
▽
駅
南
児
童
セ
ン

タ
ー
▽
０
歳
〜
未
就
園
児
（
保
護
者
同

伴
）
▽
先
着
20
人
▽
水
着
（
お
む
つ
が
と

れ
て
い
な
い
お
子
さ
ま
は
水
遊
び
用
紙
お

む
つ
）
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
▽
８
／
20
㈫

〜
９
／
１
㈰
来
館
ま
た
は
電
話
で
申
込
み

▽
問
同
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
27
０
５
９
４

東
北
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
トV

O
L.7　

E
N
S
E
M
B
L
E
 

C
R
E
S
C
E
N
D
O

　

８
／
24
㈯
14
時
開
演
（
13
時
40
分

開
場
）
▽
道
の
駅
思
川
評
定
館
▽
Ⅰ

部
：
ギ
タ
ー
ソ
ロ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

ソ
ロ
他
、
Ⅱ
部
：
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
他
▽
問
針
谷
☎

０
８
０
・
６
５
９
３
・
５
３
７
８

ス
マ
イ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
〜

日
々
の
く
ら
し
を
歌
に
の
せ
て
〜

　

８
／
25
㈰
15
時
〜
16
時
半
▽
道

の
駅
思
川
評
定
館
▽
問
藤
井
☎

０
９
０
・
５
５
２
２
・
７
７
０
８

マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・
小
山
歯

科
衛
生
士
専
門
学
校
「
市
民
公
開
講
座
」

　

①
８
／
５
㈪
14
時
〜
16
時
「
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
に
対
し
て
家
族
が
で
き
る
事

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ
〜
」
②
８
／
９
㈮
13
時
〜
15
時
「
お
口

の
不
思
議
を
調
べ
て
み
よ
う
」
③
８
／
19

㈪
14
時
〜
16
時
「
こ
こ
ろ
の
元
気
回
復

行
動
プ
ラ
ン
を
学
ぶ
〜
自
分
か
ら
元
気
に

な
ろ
う
〜
」
④
８
／
21
㈬
14
時
〜
16
時

「
ス
ポ
ー
ツ
に
役
立
つ
テ
ー
ピ
ン
グ
を
学

ぼ
う
！
」
⑤
８
／
23
㈮
14
時
〜
16
時
「
家

族
が
精
神
疾
患
に
か
か
っ
た
時
、
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
よ
う
」
▽
ま
ろ
に
え

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
（
ロ
ブ
レ
６
階
）
▽
対

象
：
①
③
⑤
ど
な
た
で
も
②
小
学
高
学
年

〜
中
学
生
④
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方

▽
問
同
校
☎
⒇
３
５
５
０

獨
協
医
科
大
学
公
開
講
座

「
長
寿
の
時
代
を
迎
え
て
」

　

９
／
７
㈯
・
14
㈯
・
28
㈯
（
全
３

回
）
10
時
半
〜
正
午
▽
中
央
公
民
館
視

聴
覚
室
▽
①
健
や
か
な
老
後
の
た
め
の

睡
眠
②
体
に
優
し
い
胃
癌
の
低
侵
襲
手

術
③
長
寿
の
時
代
を
迎
え
て
総
合
医
療

科
は
何
を
考
え
る
か
▽
80
人
▽
問
同
大

学
総
務
課
☎
０
２
８
２
87
２
１
０
０

小
山
高
専
公
開
講
座

　

●
走
る
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
『
か
け
っ

こ
』
速
く
な
ろ
う
！
〜
小
学
生
か
け
っ

こ
教
室
〜
▽
９
／
７
㈯
▽
会
場
：
小
山

高
専
▽
対
象
：
小
学
生
・
50
人
●
「
赤

外
線
方
式
音
楽
送
受
信
キ
ッ
ト
の
製

作
」
〜
赤
外
線
を
使
っ
て
声
を
光
で
送

り
、
離
れ
た
と
こ
ろ
で
声
を
聞
い
て
み

よ
う
（
女
子
歓
迎
）
〜
▽
９
／
29
㈰
▽

会
場
：
小
山
高
専
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
（
栃
木
市
倭
町 

14
‐
１
）
▽
対

象
：
中
学
生
・
５
人
▽
詳
細
・
申
込
方

法
は
「
小
山
高
専　

公
開
講
座
」
で
検

索
！
▽
問
同
校
☎
⒇
２
８
６
１

県
立
盲
学
校
体
験
学
習
の
ご
案
内

　

幼
稚
部
：
11
／
14
㈭
、
小
学
部
：

９
／
25
㈬
、
中
学
部
：
９
／
20
㈮
、

高
等
部
（
普
通
科
）
：
10
／
１
㈫
、

高
等
部
（
保
健
理
療
科
・
専
攻

科
）
：
10
／
29
㈫
い
ず
れ
も
９
時
半

〜
正
午
▽
対
象
：
視
覚
に
障
害
が
あ

る
方
と
そ
の
保
護
者
▽
申
込
み
：
実

施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
同
校
☎

０
２
８
・
６
５
２
・
２
３
３
１

第
20
回
小
山
市
ペ
タ
ン
ク
大
会
開
催

　

９
／
７
㈯
９
時
開
会
式
（
８
時
半
受

付
）
※
小
雨
決
行
、
順
延
時
は
21
㈯
開

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
局
へ
☎
22

９
３
５
３
﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日
（
毎

月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

催
▽
小
山
市
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
▽
対
象
：
一
般
ペ

タ
ン
ク
愛
好
者
お
よ
び
小
山
市
ペ
タ

ン
ク
協
会
会
員
▽
参
加
費
：
会
員
200

円
、
非
会
員
500
円
（
大
会
受
付
時
に
入

会
可
）
▽
申
込
み
：
８
／
26
㈪
ま
で

に
小
山
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
・
輕
部
☎

０
９
０
・
６
３
１
２
・
８
３
６
０

第
73
回
栃
木
県
芸
術
祭
美
術
展

イ
ベ
ン
ト
参
加
募
集

　

①
工
芸
９
／
８
㈰
10
時
〜
②
書
道
９

／
14
㈯
13
時
半
〜
③
写
真
９
／
21
㈯
10

時
半
〜
④
日
本
画
９
／
29
㈰
13
時
半
〜

⑤
彫
刻
10
／
５
㈯
13
時
半
〜
⑥
洋
画
10

／
12
㈯
10
時
〜
▽
県
立
美
術
館
普
及
分

館
（
宇
都
宮
市
桜
４
‐
２
‐
７
）
▽
①

〜
⑤
中
学
生
以
上
⑥
小
学
生
以
上
▽

詳
細
要
問
合
せ
▽
問
県
文
化
協
会
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
２
８
８

２
０
１
９
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

う
ち
の
動
物
（
こ
）
見
て

見
て
！
コ
ン
テ
ス
ト

　

９
／
23
㈪
▽
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
お

よ
び
宇
都
宮
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
▽
応
募
：
Ｌ
版
以
内
の
大
き
さ

の
写
真
に
①
名
前
②
題
名
（
15
字
以

内
）
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話
番
号

を
添
付
し
て
８
／
30
㈮
ま
で
に
（
公

社
）
県
獣
医
師
会
▽
１
人
１
点
ま
で
応

募
可
▽
問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
２
・
７
７
９
３

８
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

第
124
回
企
画
展
「
キ
ノ
コ
と
地
衣
類

‒

菌
類
っ
て
不
思
議
！
」
９
／
23
㈪
ま

で
▽
テ
ー
マ
展
「
冬
虫
夏
草‒

虫
か
ら

生
え
る
不
思
議
な
キ
ノ
コ‒

」
・
「
栃

木
の
畑
作‒

麻
・
麦
・
か
ん
ぴ
ょ
う‒

」

９
／
23
㈪
ま
で
▽
ロ
ビ
ー
展
示
「
古
代

の
衣
装‒

七
夕
編‒

」
８
月
中
旬
ま
で

▽
県
博
デ
ー
８
／
18
㈰
▽
問
同
館
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

無
料
調
停
相
談
会

　

９
／
10
㈫
10
時
〜
15
時
▽
栃
木
市
国
府

公
民
館
（
栃
木
市
惣
社
町
228‒

１
）
▽
交

通
事
故
、
土
地･

家
屋
、
相
続
、
離
婚
ト

ラ
ブ
ル
等
▽
問
宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判

所
栃
木
支
部
☎
０
２
８
２
23
０
２
２
５

勤
労
者
生
活
資
金
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
中
央
労
働
金
庫
と
協
力

し
、
県
内
勤
労
者
と
失
業
者
に
対
し
、

一
定
要
件
の
も
と
、
低
金
利
（
勤
労

者
：
1.7
％
、
失
業
者
：
1.2
％
）
の
融
資

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お

近
く
の
中
央
労
働
金
庫
の
県
内
店
舗
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
▽
問
中
央
労
働
金

庫
小
山
支
店
☎
22
０
５
９
７

ア
ル
バ
イ
ト
の
労
働
条
件
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
！

　

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
際
に
、
雇
い

入
れ
時
の
労
働
条
件
の
明
示
が
行
わ
れ

な
い
、
急
な
シ
フ
ト
変
更
や
合
意
し

た
以
上
の
シ
フ
ト
を
入
れ
ら
れ
る
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
労
働
条

件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
▽
問
栃
木

労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
１
２

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

無
料
相
談
会

　

８
月
中
の
平
日
（
各
司
法
書
士
事
務
所

の
夏
季
休
暇
を
除
く
）
▽
県
内
各
司
法
書

士
事
務
所
▽
相
続
に
関
す
る
事
項
▽
相
談

に
つ
い
て
は
、
お
近
く
に
司
法
書
士
事
務

所
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

問
（
一
社
）
関
東
電
気
保
安
協
会
栃
木
事

業
部
☎
０
２
８
・
６
３
５
・
６
６
２
６

ヨ
ー
ガ
会
員
募
集
（
初
心
者
大
歓
迎
）

　

土
曜
の
午
後
に
自
分
の
た
め
の
時
間

を
作
り
ま
せ
ん
か
？
▽
毎
週
土
曜
日
14

時
〜
15
時
半
▽
小
野
塚
イ
ツ
子
記
念
館

▽
参
加
費
：
1
回
600
円
、
初
回
体
験
無

料
▽
申
込
み
：D

o

ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

☎
０
９
０
・
８
４
３
６
・
０
６
３
５

和
楽
器
無
料
体
験

　

日
本
の
伝
統
文
化
・
和
楽
器
（
琴
・

三
味
線
・
尺
八
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
▽
８
／
18
㈰
10
時
〜
桑
公
民

館
（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
、
24
㈯
13
時
半
〜

小
山
第
二
中
学
校
▽
５
歳
〜
大
人
ま
で
・

参
加
無
料
▽
問
か
も
め
筝
の
音
会
・
野
原

☎
０
９
０
・
４
６
６
２
・
１
１
４
５

笑
い
ヨ
ガ
＆
め
い
想
教
室

　

脳
ト
レ
筋
ト
レ
、
折
れ
な
い
心
と
健

康
づ
く
り
を
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？
▽

毎
月
第
４
水
曜
日
10
時
〜
11
時
半
▽
大

谷
公
民
館
▽
笑
い
の
体
操
・
ヨ
ガ
の
呼

吸
法
・
話
題
の
瞑
想
▽
参
加
料
：
月
額

500
円
▽
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ

て
い
な
い
方
な
ら
ど
な
た
で
も
▽
動

き
や
す
い
服
装
と
飲
み
水
持
参
▽
申

込
み
：
笑
い
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
・
谷
☎

０
９
０
・
４
５
４
５
・
５
０
１
１
、
馬

場
☎
０
９
０
・
２
４
２
４
・
３
９
０
９

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

「
時
代
は
変
わ
る
、
見
え
な
い
も
の
に

目
を
向
け
よ
う
！
」

　

８
／
21
㈬
・
22
㈭
18
時
半
〜
21
時
10

分
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
参
加

料
２
千
円
▽
問
小
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所
☎
38
９
２
４
１

福
祉
・
介
護
職
の
見
学
・
体
験

　

●
見
学
コ
ー
ス
（
半
日
程
度
）
：
施

設
内
の
見
学
・
説
明
●
体
験
コ
ー
ス
（
平

日
１
日
・
週
末
１
日
・
２
〜
３
日
）
：
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
業
務
等
の
体
験

▽
実
施
期
間
：
令
和
２
年
３
／
６
㈮
ま
で

▽
受
入
施
設
は
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
同
協
議
会
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

　

10
／
５
㈯
13
時
〜
15
時
半
（
受
付
は

15
時
ま
で
）
▽
栃
木
市
栃
木
文
化
会
館

（
栃
木
市
旭
町
12
‐
16
）
▽
福
祉
の
仕

事
に
就
き
た
い
方
と
求
人
事
業
所
と
の

相
談
会
。
福
祉
の
仕
事
や
資
格
の
相

談
も
可
▽
問
県
社
会
福
祉
協
議
会
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

各
種
自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛

官
候
補
生
▽
受
付
：
９
／
６
㈮
ま
で
▽

応
募
資
格
等
は
本
紙
７
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
▽
問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎
25
４
７
６
３
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（要申込）
期　日　9月18日㈬
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　8月23日㈮13:00 から
　　　　☎22-9527

がん患者と家族のサロン（無料）
　病気との向き合い方を学んだり、
話し合いの時間を持ったりする場で
す。がんの種別は問いません。どな
たでも、お気軽にご参加ください。
日　時　9月12日㈭14:00～16:00
会　場　 自治医科大学附属病院
　　　　本館地下1階スタッフラウンジ
問自治医科大学附属病院
　がん相談支援室☎0285-58-7107

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽
なトレーニングを体験しましょう！
日　時　8月22日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　 40歳以上の教室に興味があ

る市民（運動制限のない方）
持ち物　 筆記用具、室内運動靴、飲

み物、タオル、ヨガマット
（お持ちの方）

申込み　☎22-9607

祝 小山市制65周年 第18回おやま
健康料理コンクール作品募集
募集内容　 市の主要農畜産物を活用し

た新しい健康料理
　　　　 〇こども部門（児童・生徒）
　　　　 〇おとな部門（高校生以上、

プロの料理人を除く）
資　格　市内在住・通勤・通学者
締　切　8月23日㈮必着
本審査　 10月12日㈯
　　　　保健・福祉センター
表彰式　 10月20日㈰
　　　　健康医療介護総合支援センター
※詳細は市役所、各出張所にある応
募用紙または市ホームページ参照
問☎22-9527

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　 65歳以上の方で、市が定め

る禁止基準に該当しない方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回）
※9:30 ～ 16:00の間で自由に利用
※初回オリエンテーション
申込み　☎22-9616・9647

8020運動表彰事業
　8020の普及啓発を目的に(一社)小山
歯科医師会が表彰事業を実施します。
歯科検診期間　6月1日㈯～8月10日㈯
応募資格
　80歳以上で自分の歯が20本以上あ
る市内在住の方(過去の表彰者は不可)
表彰者の選考
　(一社)小山歯科医師会会員の歯科
医院にて歯科検診を受診していた
だき(無料)、表彰者を決定。表彰者
は、10月開催予定の「健康都市お
やまフェスティバル」にて表彰。
（記念品と表彰状を贈呈）
問☎22-9508 または直接歯科医院へ

第4回小山の地域医療を考える市民
会議（無料・要申込）
　小山の地域医療を守り育てていく
ために、地域医療について学び、広め
るための活動をしています。ご興味の
ある方はどなたでも参加できます。
日　時　8月9日㈮18:30～20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27-0500

マタニティクラス
（はじめてのきょうだいクラス）
日　時　9月20日㈮9:30～11:30
　　　　(受付9:15～9:30)
会　場　保健・福祉センター
内　容　 上の子とのかかわり方、妊娠

中の注意点、サポート制度等
対　象　 2人目以降の妊婦とその家

族(きょうだい・祖父母など)
持ち物　 母子健康手帳、申込書
受講料　テキスト代250円
問☎22-9527

第4回おやま地域医療健康大学
【公開講座】（無料・申込不要）
日　時　9月7日㈯13:30 ～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ　｢健康長寿と漢方について｣
講　師　 小園江和之先生(小山地区医師会)
　　　　田邊幹枝先生（小山薬剤師会）
定　員　150人
問☎27-0500 OYAMA開運ラジオ ｢健康情報番組｣

のお知らせ(FM77.5)
　小山地区医師会・小山歯科医師会・
小山薬剤師会の先生方による、健康
や医療・介護についてお伝えする情
報番組です。
日　時　8月22日㈭12:00 ～
内　容　｢こころの病について」
※事前もくしは番組放送中にご質問
等、お受けします
問☎27-0500

食生活改善推進員による健康料理教室
（要申込）
■男性のための健康料理教室

期　日 会　場
① 9/ 7㈯ 保健・福祉センター
■朝食にも役立つ健康料理実習

期　日 会　場
② 9/11㈬ 道の駅思川 小山評定館
■乳製品を使った健康料理実習

期　日 会　場
③ 9/12㈭ 間々田市民交流センター

④ 9/19㈭
保健・福祉センター
大谷公民館
桑市民交流センター

時　間　 ① 9:30 ～（受付 9:15 ～）
②③④ 10:00 ～

対　象　①市内在住の男性先着30人
　　　　②③④市内在住の成人
　　　　各先着20人
参加費　600円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込締切　 ①8月23日㈮②③9月4日㈬
　　　　④9月11日㈬
申込み　☎22-9607

開運おやま健康マイレージで楽しく
健康づくり！
　健診・検診の受診、対象事業に参
加、ウォーキング等の運動の記録で
10ポイント集めると、ポイントを
「道の駅思川商品お取替券」など3
つのコースのうち1つと必ず交換で
きる事業です。詳しくは、健康増進
課や市内各出張所にあるパンフレッ
トをご覧ください。
　対象事業には本紙イベ
ントカレンダーに「○」
がついています。
問☎22-9532

乳幼児健診（10月・11月開催）
　対象者には健診日の約1カ月前に
通知を送ります。年間の健診日程は、
市ホームページや「おやまっ子開運
子育てナビ」をご確認ください。
※8月から健診会場が一部変更にな
りますので、ご注意ください

健診名 対象児
乳児健康診査 令和元年5月・6月生まれ
9カ月児
　健康相談

平成30年12月・
平成31年1月生まれ

1歳6カ月児
　健康診査 平成30年3月・4月生まれ

2歳児
　歯科健康診査 平成29年10月・11月生まれ

3歳児健康診査 平成28年7月・8月生まれ

持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22-9527
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問健康増進課☎22-9520

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

メタボリックシンドロームについて
◆メタボリックシンドローム（メタボ）とは？

　内臓脂肪の過剰な蓄積に加えて、高血糖・脂質異常・高血圧
のうち 2つ以上を合併した状態のことです。
◆メタボになるとどうなるの？

　過剰な内臓脂肪は、血圧を上昇させる悪玉物質を分泌します。
さらに、高血糖・脂質異常・高血圧の状態が重なると、血管に
ダメージを与え、血管の老化を進行させます。血管が老化すると、
血管の弾力性が失われたり、壁が厚くなるなどし、詰まったり
破れやすくなります。その結果、心臓病や脳卒中、腎臓病等の
命に関わる重症な病気を引き起こす場合もあります。

◆メタボを改善・予防しましょう

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内 )
☎ 39-8880・FAX39-8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷2251-7（健康医療介護総合支援センター内)
☎39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始（12/31～1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療
所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3 薬局）
があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□救急医療機関当番　カレンダー内番号が、当番医療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27-0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
8 9 10 11 12 13 14

②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
15 16 17 18 19 20 21
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
22 23 24 25 26 27 28
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
29 30
①⑤ ②⑥

申込み　3月に配布した「2019年度健康のしおり」
の検診申込み書からお申込みください。折り返し
「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、
　　　　②受診券（基本健診受診者のみ）、
　　　　③健康保険証、④その他指定されたもの
❖本庁舎建て替え工事により、駐車場に限りがござい
ます。乗り合わせや公共交通機関の利用等、ご協力を
お願いします。
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧
ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検診当
日40･45･50･55･60･65･70歳の女性が対象となりま
す。ご希望の方は、年齢確認のできるものを持参し各会
場へ直接お越しください。（事前申込み不要）

9月の集団健診（要申込）＊3・4・5月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

3 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
5㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
6㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
7㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 保健・福祉センター
9㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
11㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
15㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター

19㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
14:00～15:30 × × × × ○ ○ × ☆ 健康医療介護総合支援センター

24㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 大谷公民館
25㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ☆ 健康医療介護総合支援センター
28㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ☆ 間々田市民交流センター

問☎22-9522・9523

9 月の一次救急医療機関
急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

○食事のポイント

自分が 1日に食べたものをメモし
てみましょう。思ったよりも食べ
ているかもしれません。

○運動のポイント

生活の中に運動を取り入れる工夫
をしてみましょう。買い物先まで
車ではなく歩いてみましょう。

○禁煙しましょう

喫煙は血管を収縮させ
血流を悪くし、動脈硬
化を促します。
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◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 14㈯10:00～12:00
18㈬10:00～12:00 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 11㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 10㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 19㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 18･25㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 3㈫  9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

29㈰  9:00～12:00
13:00～16:00 納税相談室　納税課☎22‒9444

人権相談 13㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

11㈬  9:30～11:30
21㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

7㈯14:00～16:00
25㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

7㈯14:00～16:00
18㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

4㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
11㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 17㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

3･17㈫10:00～15:00
10･24㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
 3･17㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 24㈫13:30～16:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）
女性のための心の相談予約制 30㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 7･21㈯
9:00～12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可
工業振興課☎22‒9396

図書館つうしん（9月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 4㈬ 15:30
おやま分館ピッコロ
おはなし会(小山分館) 6㈮ 11:00

おはなしメロディ 8㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 10㈫ 15:30

おはなしこんにちは 11㈬ 10:30
おはなしウェンディ0・1・2 18㈬ 11:00
わくわくマルベリー
おはなし会(桑分館) 21㈯ 13:30

はなしのこべやおはなしかい 22㈰ 14:00
おこれんのおはなし会 29㈰ 14:00

■移動図書館「せきれい」巡回日程■ 9月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　2㈪・9㈪・17㈫ ・24㈫・26㈭・30㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
2㈪・9㈪・16㈪・17㈫・23㈪・24㈫・26㈭・30㈪
中央市民会館入口の「返却ポスト」へ

○間々田分館　☎41-6230
　2㈪・9㈪・16㈪・17㈫・23㈪・24㈫・26㈭・30㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　2㈪・9㈪・16㈪・17㈫・23㈪・24㈫・26㈭・30㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの借
用資料は、破損の恐れがありますので、ポストへの
返却はご遠慮ください

（天候などにより変更になる場合あり）

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042

外国人相談 8:30～17:15 多文化共生総合支援センター☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談月初めから予約 27㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

10･24㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 5㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談9

　中央図書館では、ビジネス支援サービス事業の一環として、「栃木県よろず支援拠点」のサテライト
と「無料経営セミナー」を毎週土曜日に開設しています。

日　時 会　場

3㈫   9:55 ～ 10:35 中小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

4㈬ 10:10 ～ 10:40 もみじ保育所
12:55 ～ 13:45 豊田南小学校

5㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

6㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

10㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

11㈬
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

12㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

13㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

18㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

19㈭
  9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:40 ～ 13:20 羽川小学校

「よろず支援拠点」サテライト （無料）
時間　10：00～18：30
内容　中小企業、小規模事業者の経営に
　　　関するお悩みに専門家が対応します

場所：中央図書館２階　第１集会室
「無料経営セミナー」 （要申込・無料・先着10人）
時間　10：30～12：00
内容　少人数による内容を絞り込んだ、
　　　実践的・効果的な経営セミナーです

◆中央図書館のビジネス支援サービスのご案内 問栃木県よろず支援拠点☎028-670-2618

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

9月はありません 電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
10月受付は9/24㈫から　時間9:00～16:30



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
■9月は固定資産税3期、国民健康保険税
（普通徴収）・介護保険料（普通徴収）・後
期高齢者医療保険料（普通徴収）3期の納
期月です。納期限は9月30日㈪です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除
く）19:00までの納税窓口延長もご利用く
ださい。
■9月の日曜納税相談窓口は9月29日㈰
8:30 ～ 17:15です。
■9月の自動電話催告は9月16日㈪18:00～
20:00、17日㈫18:30～20:30です。
問納税課☎22‒9442

日　

時

9月1日㈰・7日㈯・8日㈰・
14日㈯・15日㈰・28日㈯・29日㈰

各8:30 ～ 17:15
※9月21日㈯・22日㈰はシステム保守点検のため、
市民課および城南出張所はお休みとなります

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

県立博物館地域移動博物館「恐竜」
（～ 9月1日㈰） 9:00 ～ 17:00 市立博物館 市立博物館☎45-5331

祝 小山市制65周年、開館10周年
館野弘青彫刻展（～ 9月8日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 車屋美術館☎41-0968

1 日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 8.0 ㎞ 8:45 集合 大平下駅（東口）周辺 生涯スポーツ課☎21-2695
祝 小山市制65周年
第15回児童虐待防止に関する講演会 13:30～ 15:50 文化センター 小ホール 子育て包括支援課☎22-9854

2 日 ㈪
3日 ㈫
4日 ㈬
5日 ㈭
6日 ㈮ 第8回小山の日本一ビールまつり 17:30～ 21:00 小山御殿広場、まちの駅思季彩館 小山市観光協会☎30-4772

7 日 ㈯

祝 小山市制65周年 小山市総合防災訓練 9:00 ～ 11:30 石ノ上河川広場 危機管理課☎39-6684
太陽観測会 11:00～ 12:30 市立博物館駐車場 市立博物館☎45-5331
第4回おやま地域医療健康大学【公開講座】 13:30～ 15:30 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500 ○
第8回小山の日本一ビールまつり 15:00～ 20:00 小山御殿広場、まちの駅思季彩館 小山市観光協会☎30-4772
天体観望会 19:00～ 20:30 生井公民館 市立博物館☎45-5331

8 日 ㈰
桑の日記念事業 未定 桑市民交流センター 商業観光課☎22-9677
第8回小山の日本一ビールまつり 15:00～ 19:00 小山御殿広場、まちの駅思季彩館 小山市観光協会☎30-4772

9 日 ㈪
10 日 ㈫ 認知症予防講演会 ※要申込 14:00～ 16:00 白鷗大学本キャンバス（東館） 地域包括ケア推進課☎22-9648 ○
11 日 ㈬
12 日 ㈭
13 日 ㈮
14 日 ㈯

15 日 ㈰
敬老の日
祝 小山市制65周年記念
陸上自衛隊 東部方面音楽隊㏌ 小山 ※要申込 14:00 ～ 文化センター 大ホール 市民課☎22-9402

16 日 ㈪ 振替休日
17 日 ㈫
18 日 ㈬
19 日 ㈭
20 日 ㈮
21 日 ㈯
22 日 ㈰ 市職員採用試験 第1次試験 8:30 ～ 9:00受付 白鷗大学本キャンパス 職員活性課☎22-9362
23 日 ㈪ 秋分の日
24 日 ㈫
25 日 ㈬
26 日 ㈭

27 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象
「ふれ愛入浴サービス」 ※無料 10:00～ 15:00 幸の湯（城山町2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22-9617
28 日 ㈯
29 日 ㈰
30 日 ㈪

９月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、7月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん
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【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

6 月中の火災・救急

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む
火災　5件(38件)　救急　691件(4,239件)

【小山警察署調べ】6月中の交通事故
事故　28件(195件)　負傷者　37人(232人)　死者　0人(5人)
※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む
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≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報局☎22‒9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：右記QRコード
からお申し込みください☞
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•広報おやま
•小山市公式ホームページ
•おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22‒9322


